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１．技　術　部
（１）野菜・花き部門
　年間の実習に沿った作付け計画を設定し，栽培の
作付け体系を充実させることで安定生産を達成する
ことができたと思われる。昨年に続き，３年生の前
期実習では，露地の畑（12㎡ /３人）を作物栽培の
実践の場として学生が管理しており，定植以降の整
枝・摘果・灌水・除草・収穫などの作業を，実習時
間及び実習時間外の平日でも学生自身が判断して随
時行っている。この実習ではコマツナ・ホウレンソ
ウ・葉ダイコン・リーフレタス・トマト・ナス・ピー
マン・シシトウ・エダマメ・トウモロコシ・インゲ
ンマメ・モロヘイヤ・シソ・オクラなどを栽培し，
収穫した作物も各自で料理して食するようにしてい
る。また，当農場ではグッドジョブ支援センタ （ー障
がい者雇用）のスタッフを受け入れている。グッド
ジョブ支援センタースタッフの受け入れは６年目と
なり，当センターにとって必要不可欠な人材となっ
ている。
　作物の作付けは緑肥栽培を組み入れた輪作体系を
組んで土地の有効利用に努めた。景観作物栽培実習
の一環として，10aのヒマワリ畑やコスモス畑の播
種・定植を学生と共に行っている。土作りとして馬
術部から‘馬糞’，果樹部門より‘剪定木のチップ’，
稲作専門の八浜農場より‘もみ殻’，津高牧場より‘牛
糞’の提供を受け堆肥作りも行っている。
　地域との関わりとしては，サツマイモの収穫体験
や一般参加を募っての岡山大学公開講座（育てて食
べよう美味しい夏野菜講座）も引き続き行っている。
今年度の夏野菜講座に朝日新聞岡山総局の記者2名
が受講され，その体験記が定期的に紙面に掲載され
た。
　また岡山大学教育学部附属特別支援学校（高等部）
の体験実習（毎月１回）として，春はペチュニアの
ポット苗を岡山大学の花壇へ定植する作業の他，枝
豆やネギの定植，果樹部でも栽培体験を行っている。
秋には，パンジーの定植などを行った。花壇の灌水
や除草等については，グッドジョブ支援センタース
タッフが管理を行っている。
１）果菜類
　施設栽培では汎用温室Ｃ棟（440㎡）で「らくち
ん方式・高設式養液栽培」によるイチゴ栽培を行なっ
た。本年は１品種‘女峰’の栽培を行った。本圃定
植後はダニやアブラムシ対策として天敵を利用する
ことで，薬剤散布回数を大幅に減らすことができた。
イチゴの採苗と挿し苗は３年次生の実習，定植は９
月27日に他大学からの体験実習，その後の栽培管
理は後期の２年次生実習で２月初旬まで行った。２
月以降のイチゴの管理作業は，グッドジョブ支援セ
ンターのスタッフが中心となって行った。
　トマト栽培は汎用温室Ｂ棟（440㎡）で 12㎝ポッ
トによる栽培を行い，大塚Ａ処方の培養液栽培管理
とした。春作，秋作共に大玉の‘桃太郎ファイト’
と中玉の‘シンディースイート’の２品種とした。
春作はコナジラミの発生が少なく，ほとんど薬剤散
布を行わなかったが，秋作はコナジラミの発生が多
く初期の防除に努めた。今年度も，裂果の発生は少
なかった。秋作は例年より２週間早い７月15日に
播種し８月１日に定植を行った。第一花房が咲く以
前の，葉数が少ない時期に定植したためか，その後
の生育が早く大株となった。大株の割に収量は少な
かった。また11月に菌核病が多発した。
　汎用温室Ａ棟では，３月７日にキュウリを播種し，
３月20日にプランターへ定植した促成栽培を行な
い，４月28日から６月20日まで収穫した。品種は‘フ
リーダム１号’を選定した。3月20日の定植は暖房
を13℃設定していたが，生育がよくなかった。日射
量と気温，地温が低いことが要因だと思われる。そ
の後，キュウリは露地栽培で‘夏すずみ’を９月中
旬まで収穫した。
　汎用温室Ａ棟でのキュウリの促成栽培後は６月～
11月上旬までミニトマトの‘千果’を栽培した。
　ナスは1月27日に播種し，３月14日に台木に接
ぎを行なった。４月22日に学生実習で定植し，有
孔ポリエチレンでトンネル被覆を行った。‘長者’‘千
両’‘くろわし’の３品種を栽培し，３本仕立てと
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除草剤防除歴 2014 年度　　　　　　 平成 26 年度４月～３月
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カンショ 9月17日 トレボン乳剤 1000 西１・西４
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
スイートコーン 5月13日 アディオン乳剤 1000 西１
6月3日 トレボン乳剤 1000 西１
6月24日 トレボン乳剤 1000 西１
6月26日 アディオン乳剤 2000 西１
　　　　　　　　　　雌花の開花前に施用　　　 デナポン粒剤　　　　　　4kg/10a
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
エダマメ 5月13日 トレボン乳剤 1000 南２
5月13日 アミスター 20F 2000 南２
5月23日 ベンレート45DF 1000 南２
6月3日 トレボン乳剤 1000 南２
6月13日 ランネート45DF 1000 南２
6月13日 アカリタッチ 1000 南２
6月26日 ダントツ水和剤 2000 南２
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
バレイショ 3月4日 553乳剤 300ml/10a 西２
5月2日 ランマンF 1000 西２
アディオン乳剤 2000 西２
9月12日 553乳剤 300/10a 南１
10月20日 アディオン乳剤 2000 南１
ダコニール1000 1000 南１
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
サトイモ 4月17日 553乳剤 300ml//10a 西３
7月11日 マイトコーネF 1000 西３
9月18日 トレボン乳剤 1000 西３
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カンラン 3月27日 アディオン乳剤 2000 南２
ダコニール1000 1000 南２
4月14日 アタブロン乳剤 2000 南２
5月2日 コテツF 2000 南２
5月13日 アディオン乳剤 2000 南２
10月3日 アファーム乳剤 2000 西5
アミスター 20Ｆ 2000 西5
10月23日 アディオン乳剤 2000 西5
ロブラール水和剤 1000 西5
　　　　　　　　　　定植時に施用 オルトラン粒剤もしくは 
アルバリン粒剤
2g/株
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ブロッコリー 3月27日 アディオン乳剤 2000 南２
ダコニール1000 1000 南２
4月14日 アタブロン乳剤 2000 南２
5月2日 コテツF 2000 南２
5月13日 アディオン乳剤 2000 南２
10月3日 アファーム乳剤 2000 西５
アミスター 20Ｆ 2000 西５
10月23日 アディオン乳剤 2000 西５
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　　　　　　　　　　定植時に施用 オルトラン粒剤もしくは 
アルバリン粒剤
2g/株
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カリフラワー 4月14日 アタブロン乳剤 2000 南２
5月2日 コテツF 2000 南２
5月13日 アディオン乳剤 2000 南２
9月22日 アディオン乳剤 2000 西５
10月3日 アファーム乳剤 2000 西５
アミスター 20Ｆ 2000 西５
10月23日 アディオン乳剤 2000 西５
　　　　　　　　　　定植時に施用  アルバリン粒剤 2g/株
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ホウレンソウ 4月2日 アファーム乳剤 1000 ハウス西２
4月14日 エスマルクBT剤 1000 南２
10月3日 アファーム乳剤 2000 西1
10月17日 エスマルクBT剤 1000 西１
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
コマツナ 3月26日 アファーム乳剤 2000 ハウス西２
4月2日 アファーム乳剤 2000 ハウス西２
4月7日 アファーム乳剤 2000 ハウス西２
4月14日 エスマルクBT剤 1000 西３
5月22日 アファーム乳剤 2000 西３
9月18日 アファーム乳剤 2000 西３
10月30日 アルバリン顆粒水和剤 2000 西３
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
チンゲンサイ 3月26日 アファーム乳剤 1000 ハウス西２
4月2日 アファーム乳剤 1000 南２
4月7日 アファーム乳剤 1000 南２
4月14日 エスマルクBT剤 1000 南２
9月18日 アファーム乳剤 2000 西３
10月30日 アルバリン顆粒水和剤 2000 西３
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ミズナ 4月2日 アファーム乳剤 1000 南２
4月7日 アファーム乳剤 1000 南２
4月14日 エスマルクBT剤 1000 南２
9月18日 アファーム乳剤 2000 西３
10月30日 アルバリン顆粒水和剤 2000 西３
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
レタス（シスコ） 3月27日 アディオン乳剤 2000 西２
ダコニール1000 1000 西２
4月14日 アタブロン乳剤 2000 南２
4月14日 ロブラール水和剤 1000 南２
10月23日 アディオン乳剤 2000 南２
ロブラール水和剤 1000 南２
レタス（グリー ンウェー ブ） 3月27日 アディオン乳剤 2000 西２
ダコニール1000 1000 西２
10月23日 アディオン乳剤 2000 南２
ロブラール水和剤 1000 南２
レタス（レッドウェー ブ） 3月27日 アディオン乳剤 2000 西２
ダコニール1000 1000 西２
10月23日 アディオン乳剤 2000 南２
ロブラール水和剤 1000 南２
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作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ダイコン 9月18日 アファーム乳剤 2000 南２
10月3日 アファーム乳剤 2000 南２
播種時に施用 デナポン5％ベイト 3kg/10a
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ニンジン 5月23日 ベンレート45DF 1000 南２
9月18日 アファーム乳剤 2000 南２
10月3日 アファーム乳剤 2000 南２
作　目 10月23日 薬　品　名 倍率等 備考
ネギ 6月13日 アグロスリン乳剤 1000 ハウス西１　　　　
ダコニール1000 1000 ハウス西１　　　　
7月18日 ハチハチ乳剤 1000 ハウス西１　　西３
ロブラール 500 ハウス西１　　西３
9月19日 アディオン乳剤 2000 西２・南２　　　　
10月3日 アファーム乳剤 2000 西２・南２　　　　
アミスター 20Ｆ 2000 西２・南２　　　　
10月23日 アディオン乳剤 2000 西２・南２　　　　
ロブラール水和剤 1000 西２・南２　　　　
10月27日 ハチハチ乳剤 1000 西２・南２　　　　
アミスター 20Ｆ 2000 西２・南２　　　　
本畑定植時に施用 トリフミン水和剤 50 定植直前に根部浸漬処理
アドマイヤー粒剤 4kg/10a 定植時に施用
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ニラ 3月26日 ストロビーＦ 3000 ハウス西４
4月3日 モスピラン水和剤 4000 ハウス西４
6月19日 モスピラン水和剤 2000 ハウス西４
11月28日 モスピラン水和剤 2000 ハウス西４
12月24日 ダントツ水和剤 2000 ハウス西２
アミスター 20Ｆ 2000 ハウス西２
3月27日 モスピラン水和剤 4000 ハウス西２
ストロビーフロアブル 3000 ハウス西２
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
小カブ 9月18日 アファーム乳剤 2000 南２
10月3日 アファーム乳剤 2000 南２
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ハクサイ 9月18日 アファーム乳剤 2000 西１
10月3日 アファーム乳剤 2000 西１
アミスター 20Ｆ 2000 西１
10月20日 アディオン乳剤 2000 西１
ダコニール1000 1000 西１
定植時に施用 アルバリン粒剤 2g/株
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
シュンギク 10月31日 エスマルクDF 1000 ハウス西１
11月7日 アファーム乳剤 2000 ハウス西１
11月25日 カスケード乳剤 2000 ハウス西１
12月24日 モスピラン水和剤 8000 ハウス西１
ストロビーＦ 3000 ハウス西１
1月23日 粘着くん 100 ハウス西１
2月4日 粘着くん 100 ハウス西１
2月24日 粘着くん 100 ハウス西１
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作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
セルリー 10月31日 アファーム乳剤 2000 ハウス西３
11月10日 ランネート45DF 1000 ハウス西３
11月26日 アファーム乳剤 2000 ハウス西３
1月30日 粘着くん 100 ハウス西３
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
イチゴ 1月7日 マイトコーネ 1000
6月7日 ダニトロン 1000 栽苗用
7月23日 ジマンダイセン 500
7月29日 ゲッター 1000
8月4日 オーソサイド 800
8月11日 バイコラール水和剤 2500
8月19日 デラン 1000
8月26日 コテツ 2000
8月26日 リドミルMZ 1000
9月2日 キノンドー 500
9月2日 アーデント水和剤 1000
9月8日 スターマイト 2000
9月10日 ベルクート 1000
9月10日 プレオ 1000
9月17日 ゲッター 1000
9月17日 オサダン 1000
9月19日 マラソン 2000
9月24日 粘着くん 500
10月9日 チェス 3000
10月28日 マイトコーネ 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ハウスメロン 5月9日 ダコニール 2000
5月9日 ウララDF 1000
6月7日 アタブロン乳剤 2000
6月7日 ストロビーフロアブル 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
スイカ 5月28日 ダントツ 2000
5月28日 Zボルドー 500
6月7日 ストロビーフロアブル 3000
6月17日 アファーム乳剤 2000
6月17日 ダコニール乳剤 1000
7月8日 トリフミン 3000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カボチャ 5月28日 ダントツ 2000
5月28日 Zボルドー 500
6月7日 ストロビーフロアブル 3000
6月17日 アファーム乳剤 2000
6月17日 ダコニール乳剤 1000
7月8日 トリフミン 3000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
トマト温室 2月28日 オルトラン粒剤 2g/1株 (春作）
5月9日 ダコニール 1000
5月9日 ウララDF 2000
8月11日 コロマイト 1500 (秋作）
8月11日 アフェットフロアブル 2000
8月26日 コテツ 2000
8月26日 リドミルMZ 1000
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9月5日 コルト顆粒水和剤 4000
9月5日 オーソサイド 800
10月10日 アプロードエース 1000
10月10日 Zボルドー 500
11月5日 クリアザール 4000
11月18日 コルト顆粒水和剤 4000
11月18日 ゲッター 1000
11月28日 アフェットフロアブル 2000
11月28日 ボタニガード 500
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ピーマン 5月28日 ダントツ 2000
5月28日 Zボルドー 500
6月7日 ストロビーフロアブル 3000
7月11日 ボトピカ 2000
7月29日 サンヨール 700
7月29日 リゾレックス 1000
8月12日 ロブラール水和剤 1500
8月12日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ナス 5月28日 ダントツ 2000
5月28日 Zボルドー 500
6月7日 ストロビーフロアブル 3000
6月13日 マイトコーネ 1000
6月13日 ニッソラン 2000
7月11日 ボトピカ 2000
7月29日 サンヨール 700
8月12日 ロブラール水和剤 1500
8月12日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ソラマメ 1月31日 ビスダイセン 500
3月4日 ジマンダイセン 500
3月4日 スミチオン 1000
4月13日 ロブラール水和剤 1000
4月25日 ランマンフロアブル 2000
4月25日 エルサン乳剤 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
タマネギ 1月7日 ホライズン 2500
1月7日 ランマン 2000
3月4日 ダコニール 1000
3月17日 ランマン 2000
4月13日 ロブラール水和剤 1000
4月13日 マラソン乳剤 1000
4月25日 ランマンフロアブル 2000
4月25日 エルサン乳剤 1000
5月16日 アディオン 3000
5月16日 フォリオブラボ 1000
8月20日 バスアミド粉剤
10月23日 オーソサイド 600
10月23日 アディオン 3000
11月28日 ビスダイセン 500
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した。10月１日まで収穫を行った。
　ピーマンは４品種‘京鈴’‘伏見甘長’‘甘とう美
人’‘鷹のツメ’の栽培を行った。２月25日に播種，
３月29日にポットに鉢上げし，５月１日に学生実
習で定植を行った。３本仕立てとし，摘果と整枝を
行うことで，10月１日まで収穫することができた。
今年度は，摘葉，摘果を例年より強めにすることで，
昨年度よりも収量が多くなった。しかし，昨年に続
き白絹病の発生がみられた。敷き藁で株元を覆い過
ぎたことによる湿害が原因と思われる。ナス・ピー
マンも学生実習の教材で利用し，畝たて，定植，誘
引等を行った。
　スイカの１作目は３月６日に播種，３月24日に
呼び接ぎを行った。４月22日に学生実習でキャッ
プを被せて定植した。スイカの２作目は４月1日に
播種し，４月14日に接ぎ木，定植は５月８日の学
生実習で行った。実習主体で定植から敷き藁・整枝
を行い，収穫時期はスイカを叩いて適期を判定する
打音検査も行い実際に収穫して食した。真夏のスイ
カの販売は好評であった。‘夏武輝’‘秀山’‘ブラッ
クボール２’‘シュガームーン’‘紅まくら’の５品
種を選定して栽培した。
　カボチャは４月１日に播種し，４月28日に学生
実習で定植を行った。‘はやと’‘プッチーニ’‘赤
ずきん’‘みやこ’の４品種を栽培した。摘心，収
穫等も学生実習で行った。
　その他の瓜類として，‘冬瓜’‘ちりめん細長瓜’
‘青大長縞瓜’‘金瓜’の栽培を行い，直売所でも好
評であった。
　今年度は，初めての試みとしてハウスメロンの栽
培を行った。‘パパイヤ’‘ラブコール’の２品種を
２月28日に播種し４月15日に学生実習で定植を行っ
た。その後の整枝，摘果などの管理も学生実習で行
い，前期実習の教材として最適と考えられる。‘パ
パイヤ’の収穫適期は受粉日より40日～ 45日。‘ラ
ブコール’の収穫適期は50日～ 55日であったが，
両品種とも受粉日より40日程度でつるが萎れ始め
たために収穫適期より少し早く収穫したため，糖度
が低いメロンとなった。
２）葉菜類
　軟弱野菜のホウレンソウ・コマツナ・ミズナ・チ
ンゲンサイ等は集約栽培を行っており，各作目とも
春と秋に３～４回の作付けを行った。昨年度と比べ
て露地栽培を主体に行っており，全てマルチ栽培と
し，順次収穫を行った跡地に他作目の作付けを行う
等，作業の省力化にも努めた。収量と作付けの回数
ではコマツナ・ホウレンソウが最も多く，特にホウ
レンソウは直売所での販売も好評なため，秋に８回
作付けを行う等，他作目よりも重視して栽培を行っ
た。ホウレンソウは昨年にベト病発生が見られた為，
今年度はベト病Ｒ－１～８に抵抗性のある‘プログ
レス’と‘ミストラル’の２品種のみを栽培した結
果，ベト病の発生も無く生育は良好であった。昨年
度，秋作の露地栽培において，10月中旬以降に播種
を行った場合収穫が２～３月まで遅れたため，今年
度は播種を10月初旬までとしたところ，12月末ま
でには全ての収穫を終了する事ができた。ただ，ホ
ウレンソウの栽培を通して，圃場の一部で排水不良
による生育不良が生じていた為，次作は明渠の整備
や高畝にする等の排水対策を心がけたい。
　レタスは結球タイプの‘シスコ’と‘ディアマン
テ’，非結球タイプの‘レッドウェーブ’の3品種
に加え，同じく非結球タイプの‘グリーンウェーブ’
の4品種で栽培を行った。前年度に引き続き発芽・
育苗改善を行ったことや，菌核病の防除を行う事で
腐敗が減少し増収となった。ただ，春作は収穫が遅
れた事によって抽台が生じ，収穫を行うことができ
なかった株が幾らか見られたため，作付け計画を綿
密に立てて無駄なく栽培を行いたい。
　ハクサイは早生・晩生の計６品種を栽培した。こ
こ数年，生理障害が発生している事から，前年度同
様イオウ欠乏対策や化成肥料の選択，窒素過多に注
意し栽培を行った。その結果，生理障害は幾分か減
少したが，それでも心腐れ病が若干発生してしまっ
た。今後も生理障害の発生を減らす為，肥料の種
類や施肥量などについて改良を進めて栽培を行いた
い。
　カンラン，ブロッコリー，カリフラワーは春と秋
の年2回の作付けを行っている。春作は抽台が早く
生じるため収穫適期が短く，腐敗も発生しやすい事
から栽培面積を少なく，収穫期が比較的長く，腐敗
が起きにくい秋作を主体に栽培を行っている。カン
ラン，ブロッコリー，カリフラワーで共に７月末播
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種の苗が生育不良となってしまい，収穫始めが例年
と比べて若干遅れ気味となった。全体的に生育は旺
盛であったが，カンランにおいては圃場の一部で排
水不良による生育不良が生じ，ゆるい結球の小玉と
なる傾向が見られた。
　セルリーは昨年度と異なりハウス栽培のみとし，
‘トップセラー’‘コーネル’を栽培した。６月24
日に播種を行ったが発芽の揃いが悪く，７月17日
に再度播種を行い10月10日に定植を行った。定植
が遅れたため収穫も１月16日から開始となったが，
生育は旺盛で販売も非常に好評であった。
　ネギは‘九条ネギ’と‘赤ひげ’の２品種を栽培
した。‘九条ネギ’は細ネギ・中ネギとしても利用し，
４月３日に播種を行い，６月６日から７月25日ま
では細ネギとして収穫を行った。中ネギ栽培はエダ
マメ栽培収穫後のマルチフィルム畦を利用し，セン
ター実習やグッドジョブ支援センタースタッフ，特
別支援学校の生徒と共に７月１日から８月４日にか
けて定植を行い，７月29日から12月１日まで収穫
を行った。本畑ネギ栽培は８月５日に定植を行い，
12月１日から収穫を行った。昨年度見られた立ち枯
れの症状対策として，今年度は定植時にトリフミン
50倍液の根部浸漬を行った結果，同様の症状はほと
んど見られなくなり，非常に旺盛な生育となった。
　タマネギは‘立春のかほり’‘フォーカス’‘貝塚
早生’‘ソニック’‘猩々赤’‘天寿’‘ネオアース’‘ター
ボ’の８品種を用いた。‘立春のかほり’は極早生
で３月中旬，‘フォーカス’は４月上旬より葉付き
玉ねぎとして収穫した。保冷庫での保存と，吊り玉
によって保存することで，12月末まで販売を行った。
定植，収穫，吊り玉作業などを学生実習の教材とし
て利用した。
　エンサイ ・ツルムラサキ・モロヘイヤは5月15日
に播種し，７月上旬から10月上旬まで収穫を行った。
これらの高温性葉菜は腋芽の育成と収穫（摘芯）を
繰り返すことで初秋までの収穫が可能であり，真夏
の葉菜類が少ない時期に供給できる野菜として好評
である。
３）根菜類
　カンショは昨年と同様に‘ベニアズマ’と‘コガ
ネセンガン’の２品種を栽培した。ベニアズマ’は
５月20日と27日に苗をそれぞれ2000本ずつフィー
ルド基礎実習で定植し，本畑採取の定植は６月18
日に行った。一方，‘コガネセンガン’は親イモか
らの芽の発生本数が少なかったため，６月５日から
苗ができ次第，順次定植を行った。昨年度に多く発
生した‘つる割れ病’は‘ベニアズマ’の一部で発
生が見られたが，病害虫の防除や除草作業を定期的
に行った結果，順調な生育となり，生産量も昨年同
様良好であった。‘コガネセンガン’は「おお岡大
焼酎」の原料に供し，‘ベニアズマ’は幼稚園など
のイモ掘りと販売に供し好評を得た。今後は生産量
をより高められるよう，殺菌剤防除の時期，施肥内
容の工夫等について熟考してゆきたい。
　サトイモは‘石川早生’‘エグイモ’‘赤芽大吉’
の３品種を栽培した。昨年度は親芋を主に種芋とし，
芋を分割して植え付けを行なっていたが，種芋が腐
敗してしまい欠株が目立っていた。そのため，今年
度は芋の分割が極力少なくなるよう子芋を主に種芋
とし，４月15日に植え付けを行った。収穫は‘石
川早生’は11月６日に実習で行い，‘エグイモ’と
‘赤芽大吉’は12月９，10日に行った。初期の中耕
と除草，月一回の追肥，夏季の十分な潅水を実施し
た事に加えて，本年は栽培を通して雨が非常に多く，
サトイモの生育は旺盛となり，収量も多くなった。
ただし，貯蔵中に雑菌が入り腐敗する芋が多く見ら
れたため，保存方法について更に考慮していきたい。
　バレイショは，春作は‘男爵’‘メークイン’‘デ
ジマ’‘アンデス’の４品種を栽培した。湿害対策
としてマルチ栽培と高畦栽培とし，３月４日に植え
付けを行った。また，遅霜対策として深さ20cmで
植え付けを行った。高畦の効果や圃場の排水性が良
好であったこともあり，欠株が少なく初期成育も良
好であった。栽培管理としては４月18日に茎の２
本仕立てを行い，４月24日に除草を兼ねた土寄せ
を実施した。収穫は６月２日と６月10日に実習で
行い，高収量が得られた。秋作は‘デジマ’と‘ア
ンデス’の２品種を栽培した。春作とは異なり，栽
培方法は高畦栽培のみとし，９月12日に植え付け
を行った。圃場の排水がやや不十分であったことや，
種イモの切断面の乾燥が不十分であったこともあ
り，植え付け後に腐敗するイモが見られ，欠株がや
や目立った。収穫は12月８日に実習で行った。両
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品種で共にイモの肥大が良く，欠株が見られた割に
は高収量となったが，どちらの品種もイモが大きく
なりすぎて空洞化が発生した。今後は，施肥量や収
穫時期，品種について心がけていきたい。
　ダイコンは，春作は‘おはる’‘四月早生’の２
品種を栽培した。３月28日から10日間隔で播種を
行い，播種後はパオパオのベタ掛けを行い鳥害対策
とした。５月22日から適宜収穫を行った。秋作は‘耐
病総太り’と‘耐病宮重’の２品種を栽培した。生
育はどちらも良好で収量も問題はなかった。ダイコ
ンは気温の上昇に伴い生育も早くなり，特に春作は
作付けを多くすると過剰生産となってしまうため，
播種間隔に注意すると共に，播種時期にあった品種
について考慮していきたい。
　ニンジンは，春作は‘向陽二号’を栽培した。２
月25日から播種を行い，５月22日から適宜収穫を
行った。秋作は‘向陽二号’と‘高農真紅金時’の
２品種とし，８月27日から播種を行い，11月６日
から適宜収穫を行った。春作・秋作ともに生育は良
好で，目立った病虫害も見られず，収量も良好であっ
た。
４）豆類・スイートコーン
　エダマメは‘サッポロミドリ’‘宝石’‘サヤムス
メ’‘大勝白毛’‘北海黒豆’の５品種とし，全て80
穴セルトレイを使用した移植栽培を行っている。１
穴に対して２粒播きとし，３月10日から６月６日
まで播種を行い，定植は他野菜の栽培跡地を利用す
るなど省力化に努め，６月23日から９月３日まで
収穫を行った。極早生の‘サッポロミドリ’におい
て，遅霜対策で使用したパオパオを撤去する時期が
遅れたことで葉焼けが発生し，他の品種も一部で鳥
害も見られた。しかし生育は良好で，全体的に病害
虫の目立った被害も無く高収量が得られた。加えて，
当センター職員の方から脱穀機を寄付して頂き，こ
れまでは枝付きで販売していたエダマメを鞘のみで
販売できるようになり，非常に好評であった。
　スイートコーンは早生の‘カクテル600’‘味来’，
ホワイトコーンの‘バニラッシュ’，ポップコーン
用の‘イエローポップ’の4品種を栽培した。128
穴セルトレイを用いた移植栽培を行っており，播種
はハウス栽培用の２月27日から露地栽培用の４月
21日まで行い，収穫は６月４日から７月18日まで
行った。昨年度に被害が目立ったアワノメイガにつ
いて，今年度は被害が極力抑えられるよう，雌花が
抽出する頃にデナポン粒剤５の散布を行うと共に適
宜農薬散布を実施し，不要な雄花の除去も行った。
加えて鳥害を防ぐために防鳥ネットの設置も行っ
た。その結果，鳥害はある程度抑えることができた
が，アワノメイガは思うほど効果が得られていない。
来年度はアワノメイガ対策により重点を置き，薬剤
散布の時期・方法について考慮していきたい。
　落花生は５月15日播種，６月10日に定植を行い，
10月中旬より収穫を行った。今年度は，乾燥させる
ことなく収穫後に‘なま落花生’として茹でて食す
るように販売を行ったところ，販売所で好評であっ
た。
５）花き
　露地キクは主に冬至芽の移植栽培を行なっている
が，移植時期が遅れると短茎で収穫が不能となるこ
とから３月下旬より行った。電照キクは例年８月中
旬に定植を行っている。‘セイスナップ’‘ローズ舞
風車’は伸長が旺盛なため，定植を遅らせ８月末に
行った。電照は９月上旬より開始し，12月15日の
出荷を目標としているため10月15日で打ち切った。
　花苗は花壇苗をポットで栽培している。少量多品
種で季節に合わせた花を栽培している。春の花苗生
産は，１月から３月の農閑期と，花の播種時期が重
なるため，冬季の仕事として最適である。直売所で
花苗販売が定着してきた。また今年度は，経済学部
より花壇定植の依頼を受け，花苗の定植を行い好評
であった。
６）水耕栽培
　汎用温室Ａ棟は，冬季の暖房費節約を目的として
例年11月中旬から２月末までの約３ヶ月間は温室
の使用を控えていた。そこで温室の有効利用を目的
に今年度よりコマツナ，ミズナ，ベビーリーフレタ
スの水耕栽培を試みた。パイプと防草シート及びＰ
Ｏフィルム（ハクリョク0.15×２ｍ×30ｍ）で水
を溜めるプールを作り，そこに市販の水耕栽培用の
穴の開いた発泡スチロール（64穴）を浮かべ栽培
した。種は水耕栽培用の発泡ウレタンに直播し，温
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床で発芽させた。発芽した後に発泡スチロールの穴
に移植した。培養液は大塚Ａ処方（ＥＣ2.8mS）と
した。また水耕プールに溜めた培養液は酸素供給を
目的に水中ポンプを使用し30分間隔で循環させた。
１作目は10月24日播種，11月７日に栽培プールへ
定植することで12月９日に収穫を行う事が出来た。
暖房機の使用を控えても温室内の午後の平均気温
19℃，水温の平均が16℃のため，播種後約45日で
収穫が可能であった。計画的に播種と収穫を行い，
冬季にコマツナなどを定期的に販売することができ
た。来年度は栽培プールを更に増やす計画である。
（宮地大介，山奥　隆，谷岡浩史）
平成 26 年における野菜・花きの販売量
作　　目 品　　種 面積（a） 収量（kg） 売払金額（円）
イチゴ 女峰 4.4 797 1,069,512 
イチゴ 冷凍 4.4 83 58,041 
インゲンマメ ツルなしモロッコ 1.2 182 137,627 
エダマメ 宝石　他 18.3 3092 784,736 
エンドウ ツタンカーメン 1.2 183 114,721 
オクラ グリーンソード 1.6 155 125,530 
カブ 聖護院大蕉　他 3.5 628 80,555 
カボチャ エビス・隼人・利休 4.8 731 102,749 
カラシナ うまから菜 1.8 64 21,430 
カリフラワー スノークラウン 2.1 306 90,705 
カンショ ベニアズマ 26.5 6896 960,340 
カンラン 彩里・マルシェ 4.5 1638 215,135 
キュウリ 夏すずみ 0.6 254 74,811 
キュウリ（温室） 北進・味さんご　 4.4 962 258,932 
キンウリ 金俵 0.8 104 24,800 
クウシンサイ 1.2 328 128,719 
コカブ 耐病ひかり 1.2 186 59,407 
コマツナ（ハウス） 夏楽天 3.0 132 52,063 
コマツナ（露地） 夏楽天 5.5 560 216,941 
ササゲ 清流 0.6 80 56,815 
サトイモ エグイモ・石川早生 7.5 929 297,830 
シイタケ 0.3 69 71,148 
シュンギク 大葉 1.5 542 274,349 
シロウリ 0.8 84 23,092 
シロナ みなとべかな 2.0 175 47,980 
スイートコーン（ハウス） カクテル・味来 13.8 871本 112,628 
スイートコーン カクテル・味来 261 188,173 
スイカ 夏武輝・瑞祥 4.8 1654 246,505 
ズッキーニ ダイナー 0.3 141 57,732 
セロリ コーネル 1.0 384 106,693 
ソラマメ 打越一寸 4.8 446 188,946 
ターサイ 0.6 33 11,207 
ダイコン 四月早生・耐病総太り　他 7.7 1347 173,226 
タカナ 三池大葉 1.7 139 27,855 
タマネギ（白） ソニック・ターボ　他
12.6 
2730 654,749 
タマネギ（赤） 猩々赤 155 44,935 
タマネギ（苗） ターボ 0.3 8450本 42,050 
チンゲンサイ（ハウス） 青武 1.0 72 26,066 
チンゲンサイ（露地） 青武 6.1 350 104,406 
ツルムラサキ 1.2 179 70,289 
トウガン 長とうがん 0.8 404 44,527 
トマト 桃太郎ファイト　他 8.8 3012 1,758,338 
ナス 長者，千両，くろわし 1.8 1803 529,919 
ナバナ 0.6 29 32,969 
ニラ 大葉 3.0 588 284,282 
ニンジン 向陽2号　他 5.1 1670 348,730 
ニンニク ホワイト六片　他 2.5 82 79,407 
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作　　目 品　　種 面積（a） 収量（kg） 売払金額（円）
ネギ（ハウス） 九条 1.5 369 162,584 
ネギ 九条 10.5 1357 499,640 
ネギ 赤ひげ 344 87,253 
ハクサイ 黄ごころ・無双 3.6 1091 119,163 
ハダイコン 葉太郎 0.6 28 10,962 
バレイショ 男爵・メークイン・アンデス・デジマ 17.3 2666 436,256 
ピーマン 京すず等 1.2 542 268,943 
ブロッコリー ハイツ 2.9 278 124,386 
ホウレンソウ（ハウス） プログレス・ミストラル 2.5 197 95,796 
ホウレンソウ（露地） プログレス・ミストラル 8.5 965 390,821 
マビキナ 人参・大根・かぶ 229 83,347 
ミズナ 京みぞれ　他 4.3 547 159,091 
メロン（ハウス） ラブコール・パパイヤ 2.0 559 148,427 
モロヘイヤ 1.2 145 56,152 
レタス シスコ 4.7 702 199,752 
レタス レッドウェーブ　他 3.4 344 132,879 
落花生 1.8 80 74,414 
花木苗 ペチュニア　他 3.6 8997個 801,400 
露地キク 美林　他 3.0 1302本 189,900 
電照キク 轟　他 0.9 1467本 73,300 
電照キク セイスナップ 0.5 363本 18,150 
電照キク ローズ舞風車 0.5 393本 19,490 
計 256.7 53530 14,633,706 
耕種概要　2014 年度　　野菜・花き部門
作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終） 備考
カンショ⑴ 西４ 6.5 紅アズマ 130 25 ― 5月20日 10月2日 10月14日 実習25名2000本13畦
カンショ⑵ 西４ 6.5 紅アズマ 130 25 5月27日 10月15日 10月24日 実習25名2000本13畦
カンショ⑶ 西４ 3.5 紅アズマ 130 25 ― 6月17日 10月25日 10月29日 本畑採取苗
カンショ⑷ 西４ 3.5 紅アズマ 130 25 6月18日 10月30日 11月6日 本畑採取苗
カンショ⑸ 西１ 3 コガネセンガン 130 25 3月13日 6月5日 11月12日 11月14日カンショ⑹ 西１ コガネセンガン 130 25 3月13日 7月2日 11月12日 11月13日
エダマメ⑴ 南２ 1.2 サッポロミドリ 65 20 3月10日 3月31日 6月23日 6月26日 パオパオを掛ける
（防鳥と霜対策）
エダマメ⑵ 南２ 1.8 宝石 65 20 3月20日 4月22日 6月26日 7月4日 同上
エダマメ⑶ 南２ 0.6 宝石 65 20 4月1日 4月23日 7月7日 7月12日
エダマメ⑷ 南２ 1.8 宝石 65 20 4月10日 5月2日 7月14日 7月15日
エダマメ⑸ 南２ 1.8 サヤムスメ 65 20 4月21日 5月9日 7月23日 7月24日
エダマメ⑹ 西５ 1.3 サヤムスメ 65 20 5月2日 5月19日 7月29日 8月1日
エダマメ⑺ 西５ 0.5 大勝白毛 65 20 5月2日 5月19日 7月29日 7月31日
エダマメ⑻ 南２ 1.8 大勝白毛 65 20 5月12日 5月29日 8月7日 8月12日
エダマメ⑼ 南２ 1.8 大勝白毛 65 20 5月12日 5月30日 8月12日 8月12日
エダマメ⑽ 西５ 0.7 大勝白毛 65 20 5月21日 6月4日 8月7日 8月12日
エダマメ⑾ 南２ 1.2 大勝白毛 65 20 5月21日 6月4日 8月21日 8月21日 1畦はダイコンの跡地
を使用
エダマメ⑿ 西５ 0.8 大勝白毛 65 20 5月21日 6月4日 8月19日 8月20日
エダマメ⒀ 西３ 1.5 大勝白毛 65 20 5月30日 6月12日 8月26日 8月26日
エダマメ⒁ 南２ 0.4 大勝白毛 65 20 5月30日 6月17日 8月29日 8月29日 ダイコンの跡地を使用
エダマメ⒂ 南２ 0.2 北海黒豆 65 20 6月6日 6月19日 8月29日 8月29日 ダイコンの跡地を使用
エダマメ⒃ 南３ 1.5 北海黒豆 65 20 6月6日 6月19日 9月2日 9月3日
スイー トコ ンー⑴ ハウス西５ 1.25 カクテル600 65 30 2月27日 3月27日 6月4日 6月12日スイー トコ ンー⑵ 0.25 カクテル600 65 30 3月10日 3月31日 6月10日 6月12日
スイー トコ ンー⑶ 西1 1.5 カクテル600 65 40 3月10日 4月7日 6月18日 6月24日 低温の為初期生育不良
スイー トコ ンー⑷ 西1 1.5 カクテル600 65 40 3月20日 4月9日 6月25日 6月27日
スイー トコ ンー⑸ 西1 1.5 カクテル600 65 40 4月1日 4月22日 6月30日 7月4日
スイー トコ ンー⑹ 西1 1.5 カクテル600 65 40 4月10日 5月2日 7月7日 7月9日
スイー トコ ンー⑺ 西1 1.5 味来 65 40 4月21日 5月11日 7月17日 7月18日
スイー トコ ンー⑻ ハウス西１ 1.5 味来 65 30 4月21日 5月27日 ― ― 定植で残った老化苗
収穫できず廃棄
春カンラン⑴ 南２ 1.2 おきな 65 30 1月16日 2月26日 6月3日 6月20日
春カンラン⑵ 南２ 0.6 おきな 65 30 1月30日 2月26日 6月4日 6月20日
春カンラン⑶ 南２ 0.6 グリーンボール 65 30 2月12日 3月4日 5月11日 6月2日
春カンラン⑷ 南２ 0.6 グリーンボール 65 30 2月17日 3月11日 5月11日 6月2日
春カンラン⑸ 南２ 0.3 グリーンボール 65 30 2月17日 3月11日 5月11日 6月2日
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作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
秋カンラン⑴ 西５ 0.5 おきな 65 30 7月30日・
8月8日
9月3日 11月4日 12月5日 7/30播種分が不良。
8/8播種と一緒に定植
秋カンラン⑵ 西５ 0.5 おきな 65 30 8月21日 9月3日 11月4日 12月5日
秋カンラン⑶ 西５ 0.5 おきな 65 30 8月21日 9月9日 11月4日 12月5日
秋カンラン⑷ 西５ 0.5 湖水 65 40 8月22日 9月10日 12月8日 2月3日
秋カンラン⑸ 西５ 0.5 湖月 65 40 8月22日 9月17日 12月22日 2月3日
秋カンラン⑹ 西５ 0.5 湖月 65 40 8月27日 9月17日 12月24日 2月3日
秋カンラン⑺ 西５ 0.5 湖月 65 40 8月27日 9月24日 12月7日 2月3日
春ブロッコリー⑴ 南２ 0.6 ハイツSP 65 40 2月7日 3月6日 5月16日 5月27日
春ブロッコリー⑵ 南２ 0.6 ハイツSP 65 40 2月17日 3月12日 5月16日 5月27日
春ブロッコリー⑶ 南２ 0.3 ハイツSP 65 40 2月17日 3月14日 5月16日 5月27日
秋ブロッコリー⑴ 西５ 0.5 ハイツSP 65 40 7 月 30 日・
8月8日
9月3日 10月29日 11月10日 7/30播種分が不良。
8/8播種と一緒に定植
秋ブロッコリー⑵ 西５ 0.5 ハイツSP 65 40 8月8日 9月3日 10月29日 11月13日
秋ブロッコリー⑶ 西５ 0.5 ハイツSP 65 40 8月21日 9月9日 11月7日 12月16日
秋ブロッコリー⑷ 西５ 0.5 ハイツSP 65 40 9月5日 9月30日 1月9日 1月23日
春カリフラワー⑴ 南２ 0.6 スノークラウン 65 40 2月7日 3月18日 5月22日 5月29日
秋カリフラワー⑴ 西５ 0.5 スノークラウン 65 40 7 月 30 日・
8月8日
9月3日 10月29日 11月14日 7/30播種分が不良。
8/8播種と一緒に定植
秋カリフラワー⑵ 西５ 0.5 スノークラウン 65 40 8月8日 9月3日 10月29日 11月14日
秋カリフラワー⑶ 西５ 0.5 スノークラウン 65 40 8月21日 9月9日 11月11日 1月13日
秋カリフラワー⑷ 西５ 0.5 スノークラウン 65 40 9月5日 9月30日 1月5日 1月23日
春ホウレンソウ⑴ 南２ 0.6 プログレス 65 10 3月17日 ― 4月24日 5月1日
春ホウレンソウ⑵ 南２ 0.3 プログレス 43 20 3月10日 3月27日 4月24日 5月1日 移植栽培
春ホウレンソウ⑶ 南２ 0.6 ミストラル 65 10 3月28日 ― 5月7日 5月12日
春ホウレンソウ⑷ ハウス西１ 0.5 ミストラル 65 条播 4月4日 5月13日 5月19日
春ホウレンソウ⑸ 西３ 0.5 ミストラル 65 10 4月11日 ― 5月20日 5月26日
秋ホウレンソウ⑴ 西１ 0.2 プログレス 65 10 8月22日 9月9日 10月6日 10月6日 移植栽培
秋ホウレンソウ⑵ 西１ 0.5 プログレス 65 10 9月5日 ― 10月7日 10月9日
秋ホウレンソウ⑶ 西１ 0.3 プログレス 65 10 9月12日 10月14日 10月16日
秋ホウレンソウ⑷ 西１ 0.5 プログレス 65 10 9月19日 ― 10月20日 11月25日
秋ホウレンソウ⑸ 西１ 0.5 プログレス 65 10 9月24日 10月29日 11月25日
秋ホウレンソウ⑹ 西１ 0.5 プログレス 65 10 10月1日 ― 11月26日 12月8日
秋ホウレンソウ⑺ 西１ 0.5 プログレス 65 10 10月7日 12月5日 1月21日
秋ホウレンソウ⑻ 西５ 0.5 プログレス 65 20 10月8日 ― 12月24日 12月25日
ネギ⑴ 西３ 0.5 九条太 65 条播 4月3日 ― 7月10日 7月23日
ネギ⑵ ハウス西１ 1 九条太 65 条播 4月4日 6月6日 7月25日
ネギ（３,中ねぎ） 南２ 1.2 九条太 65 20 2月28日 7月1日 7月25日 8月4日 農場実習にて定植
ネギ（４,中ねぎ） 南２ 0.3 九条太 65 20 2月28日 7月15日 8月4日 8月4日
ネギ⑸ 南２ 2.1 九条太 65 20 4月3日 7月15日 8月26日 9月1日 農場実習にて定植
ネギ⑹ 南２ 0.6 九条太 65 20 4月4日 7月24日 9月2日 9月8日
ネギ⑺ 南２ 0.6 九条太 65 20 4月4日 7月28日 9月10日 9月22日
ネギ⑻ 南２ 0.6 九条太 65 20 4月4日 7月28日 9月22日 10月6日 ネギ⑶の収穫の跡地
ネギ⑼ 南２ 0.6 九条太 65 20 4月4日 8月4日 10月14日 10月27日 ネギ⑶の収穫の跡地
実習　作陽大学
ネギ⑽ 南２ 0.6 九条太 65 20 4月4日 8月1日 11月21日 2月3日
ネギ⑾ 南２ 0.6 九条太 65 20 4月4日 8月4日 12月1日 2月3日
ネギ⑿ 西２ 5 九条太 90 26 4月4日 8月6日 12月9日 収穫継続中 実習　作陽大学
赤ネギ⑴ 西３ 0.5 赤ひげ 65 条播 4月3日 ― 7月31日 7月31日
赤ネギ⑵ ハウス西１ 0.5 赤ひげ 65 条播 4月4日 7月25日 7月25日
赤ネギ⑶ 西６ 3.6 赤ひげ 90 26 4月3日 8月6日 12月1日 2月25日 実習　作陽大学
春レタス（Ｓ1） 西２ 1 シスコ 65 30 1月16日 2月26日 4月30日 5月8日
春レタス（Ｓ2） ハウス西２ 0.2 シスコ 65 30 1月16日 2月27日 4月18日 4月23日
春レタス（Ｓ3） 西２ 0.5 シスコ 65 30 1月24日 3月3日 5月9日 5月12日
春レタス（Ｓ4） 西２ 0.5 シスコ 65 30 1月30日 3月7日 5月13日 5月19日
春レタス（Ｓ5） 南２ 0.6 シスコ 65 30 2月17日 3月20日 5月20日 5月21日
春レタス（Ｓ6） 西３ 0.5 シスコ 65 30 3月5日 4月4日 5月30日 6月6日
春レタス（Ｒ1） ハウス西２ 0.3 レッドウェーブ 65 30 1月30日 2月27日 4月7日 4月10日
春レタス（Ｒ2） 西２ 1 レッドウェーブ 65 30 2月5日 3月3日 4月21日 5月13日
春レタス（Ｒ3） 西２ 0.5 レッドウェーブ 65 30 2月11日 3月11日 ― ― 抽台のため廃棄
春レタス（Ｒ4） 南２ 0.3 レッドウェーブ 65 30 2月16日 3月14日 5月1日 5月14日
春レタス（Ｇ1) 西２ 0.5 グリーンウェーブ 65 30 2月12日 3月7日 4月30日 5月7日
春レタス（Ｇ2) 南２ 0.3 グリーンウェーブ 65 30 2月17日 3月14日 5月1日 5月14日 抽台のため廃棄
春レタス（Ｇ3) 西３ 0.5 グリーンウェーブ 65 30 3月5日 4月2日 5月20日 5月22日
秋レタス（Ｄ１） 南２ 0.7 ディアマンテ 65 30 8月22日 9月18日 11月4日 11月12日
秋レタス（Ｄ２） 南２ 0.7 ディアマンテ 65 30 8月27日 9月18日 11月4日 11月12日
秋レタス（Ｓ１） 南２ 0.2 シスコ 65 30 9月5日 10月2日 12月1日 12月2日
秋レタス（Ｓ２） 南２ 0.6 シスコ 65 30 9月11日 10月7日 12月10日 1月13日
秋レタス（Ｓ３） ハウス西５ 1.5 シスコ 65 30 10月8日 11月25日 2月9日 2月24日
秋レタス（Ｒ１） 南２ 0.7 レッドウェーブ 65 30 8月22日 9月18日 10月14日 10月22日
秋レタス（Ｒ２） 南２ 0.6 レッドウェーブ 65 30 9月11日 10月2日 11月18日 12月1日
秋レタス（R３） 西１ 0.3 レッドウェーブ 65 20 9月11日 10月9日 12月2日 12月17日
秋レタス（G1） 南２ 0.6 グリーンウェーブ 65 30 9月5日 10月2日 10月28日 11月18日
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作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
ニラ⑴ ハウス西４ 1.5 ワンダーグリーン
ベルト
65 10 4月25日 7月18日 10月27日 1月9日
ニラ⑵ ハウス西２ 1.5 大葉 65 10 4月28日 7月1日 12月8日 収穫継続中 農場実習にて定植
ニラ⑶ 西３ 1 大葉 65 10 4月28日 7月1日 ― ― 黄ニラ用として栽培
ニンニク⑴ 西２ 0.7 品種不詳 43 20 11月14日 ― 5月11日 5月11日
ニンニク⑵ 西１ 0.2 ホワイト六片 43 20 11月14日 6月13日 6月13日
ニンニク⑶ 西１ 1.3 ジャンボニンニク 65 20 11月14日 ― 6月13日 6月13日
春ミズナ⑴ 南２ 0.3 京みぞれ 43 20 2月20日 3月24日 4月23日 5月1日
春ミズナ⑵ 南２ 0.3 京みぞれ 43 20 2月27日 3月27日 5月2日 5月7日
春ミズナ⑶ 南２ 0.3 京みぞれ 43 20 3月5日 4月2日 5月8日 5月12日
秋ミズナ⑴ 西３ 0.5 京みぞれ 65 20 8月22日 9月10日 10月3日 10月9日
秋ミズナ⑵ 西３ 0.5 京みぞれ 65 20 9月5日 9月24日 10月16日 10月20日
秋ミズナ⑶ 西３ 0.5 京みぞれ 65 20 9月17日 10月7日 11月4日 11月12日 農場体験実習
秋ミズナ⑷ 西３ 0.5 京みぞれ 65 20 9月25日 10月15日 11月18日 1月13日
秋ミズナ⑸ 西３ 0.5 京みぞれ 65 20 10月3日 10月28日 1月9日 1月22日
秋ミズナ⑹ 西３ 0.5 京みぞれ 65 20 10月17日 11月13日 1月22日 2月20日
春コマツナ⑴ ハウス西１ 0.5 夏楽天 65 20 2月20日 ― 3月28日 4月2日
春コマツナ⑵ ハウス西２ 0.5 夏楽天 65 20 3月12日 4月14日 4月18日
春コマツナ⑶ 南２ 0.3 夏楽天 43 20 3月18日 ― 4月24日 5月1日
春コマツナ⑷ 西３ 0.5 夏楽天 65 20 4月1日 5月7日 5月16日
春コマツナ⑸ 西３ 0.3 夏楽天 65 20 4月9日 ― 5月20日 5月26日
秋コマツナ⑴ 西３ 0.5 夏楽天 65 20 9月11日 10月1日 10月7日
秋コマツナ⑵ 西３ 0.3 夏楽天 65 20 9月16日 ― 10月14日 10月14日
秋コマツナ⑶ 西３ 0.5 夏楽天 65 20 9月24日 10月20日 10月23日
秋コマツナ⑷ 西３ 0.5 夏楽天 65 20 9月30日 ― 10月27日 11月6日
秋コマツナ⑸ 西５ 0.5 夏楽天 65 20 10月10日 11月12日 11月19日
秋コマツナ⑹ 西３ 0.5 夏楽天 65 20 10月21日 ― 12月2日 1月19日
サトイモ⑴ 西３ 5 エグイモ 100 60 4月15日 ― 12月10日 12月10日
サトイモ⑵ 西３ 3.8 石川早生 100 60 4月15日 11月6日 11月6日
サトイモ⑶ 西３ 2.2 赤目大吉 100 60 4月15日 ― 12月9日 12月9日
ラディッシュ⑴ 南２ 0.1 コメット 65 20 9月18日 ― 10月14日 10月16日
ラディッシュ⑵ 南２ 0.1 コメット 65 20 9月24日 10月20日 10月27日
ラディッシュ⑶ 南２ 0.1 コメット 65 20 10月1日 ― 10月27日 11月4日
秋コカブ⑴ 南２ 0.6 耐病ひかり 65 20 8月28日 ― 9月25日 10月16日
秋コカブ⑵ 南２ 0.3 耐病ひかり 65 20 9月8日 10月3日 11月4日
秋コカブ⑶ 南２ 0.3 耐病ひかり 65 20 9月16日 ― 10月17日 11月18日
秋コカブ⑷ 南２ 0.3 耐病ひかり 65 20 9月29日 11月4日 11月26日
赤カブ⑴ 南２ 0.3 本紅赤丸蕪 45 20 9月18日 ― 11月10日 12月2日
赤カブ⑵ 南２ 0.3 本紅赤丸蕪 45 20 9月25日 12月2日 12月22日
カブ⑴ 南２ 0.3 聖護院大蕪 65 20 9月18日 ― 11月6日 11月19日
カブ⑵ 南２ 0.3 聖護院大蕪 65 20 9月26日 11月20日 12月15日
カブ⑶ 南３ 0.3 聖護院大蕪 65 20 10月7日 ― 12月18日 1月8日
春ダイコン⑴ 南２ 0.6 おはる 65 20 3月28日 ― 5月22日 6月3日
春ダイコン⑵ 南２ 0.3 四月早生 65 20 4月7日 5月30日 6月6日
春ダイコン⑶ 南２ 0.3 耐病総太り 65 20 4月16日 ― 6月3日 6月10日 抽苔が目立つ
（播種時期が早い）
秋ダイコン⑴ 南２ 0.6 耐病総太り 65 20 8月28日 ― 10月20日 11月4日
秋ダイコン⑵ 南２ 0.6 耐病総太り 65 20 9月8日 11月4日 11月13日
秋ダイコン⑶ 南２ 0.4 耐病宮重 65 20 9月16日 ― 11月13日 11月29日
秋ダイコン⑷ 南２ 0.8 耐病総太り 65 20 9月16日 11月18日 12月17日
秋ダイコン⑸ 南２ 0.6 耐病総太り 65 20 9月25日 ― 12月2日 1月8日
秋ダイコン⑹ 南２ 0.6 耐病総太り 65 20 10月1日 12月18日 1月8日
秋ダイコン⑺ 南２ 0.3 耐病総太り 65 20 10月7日 ― 1月8日 1月19日
春ニンジン⑴ 南２ 0.6 向陽２号 32 10 2月25日 ― 5月22日 6月3日
春ニンジン⑵ 南２ 0.6 向陽２号 32 10 3月3日 6月9日 6月23日
春ニンジン⑶ 南２ 0.6 向陽２号 32 10 3月7日 ― 6月16日 7月1日 農場実習にて収穫
春ニンジン⑷ 南２ 0.6 向陽２号 32 10 3月17日 6月16日 7月15日 農場実習にて収穫
秋ニンジン⑴ 南２ 0.6 向陽２号 32 10 8月27日 ― 11月6日 11月17日
秋ニンジン⑵ 南２ 0.6 高濃真紅金時 32 10 8月27日 12月1日 12月24日
秋ニンジン⑶ 南２ 0.6 向陽２号 32 10 9月5日 ― 11月18日 12月3日
秋ニンジン⑷ 西２ 0.6 向陽２号 32 10 9月12日 12月8日 1月15日
秋ニンジン⑸ 西２ 0.6 向陽２号 32 10 9月12日 ― 12月15日 1月21日
春バレイショ⑴ 西2 0.5 ダンシャク 130 20 3月4日 ― 6月2日 6月2日 マルチ畦
西2 2.5 ダンシャク 100 25 3月4日 6月2日 6月2日 高畦
圃場実習にて収穫
春バレイショ⑵ 西2 0.5 メークイン 130 20 3月4日 ― 6月3日 6月3日 マルチ畦
西2 3 メークイン 100 25 3月4日 6月3日 6月9日 高畦
圃場実習にて収穫
春バレイショ⑶ 西2 0.5 デジマ 130 20 3月4日 ― 6月10日 6月10日 マルチ畦
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作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
西２ 2.5 デジマ 100 25 3月4日 ― 6月10日 6月10日 高畦
圃場実習にて収穫
春バレイショ⑷ 西２ 0.5 アンデス 130 20 3月4日 ― 6月12日 6月12日 マルチ畦
西２ 2 アンデス 100 25 3月4日 6月12日 6月12日 高畦　圃場実習にて
収穫
秋バレイショ⑴ 南１ 4 デジマ 100 25 9月12日 ― 12月8日 12月8日 高畦　圃場実習にて
収穫
秋バレイショ⑵ 南１ 2.5 アンデス 100 25 9月12日 ― 12月8日 12月8日 高畦　圃場実習にて
収穫
セルリー⑴ ハウス西３ 1.5 トップセラー 65 30 7月17日 10月10日 1月16日 2月25日 移植栽培
セルリー⑵ コーネル
春チンゲンサイ⑴ ハウス西２ 0.5 青武 65 20 1月30日 3月13日 4月7日 4月9日
春チンゲンサイ⑵ 南２ 0.3 青武 43 20 2月27日 3月24日 4月21日 5月2日
春チンゲンサイ⑶ 南２ 0.3 青武 43 20 3月5日 4月2日 5月2日 5月8日
秋チンゲンサイ⑴ 西３ 0.3 青武 65 20 8月22日 9月11日 9月29日 10月2日
秋チンゲンサイ⑵ 西３ 0.5 青武 65 20 9月5日 9月24日 10月2日 10月7日
秋チンゲンサイ⑶ 西３ 0.5 青武 65 20 9月17日 10月7日 10月16日 10月23日 農場体験実習
秋チンゲンサイ⑷ 西３ 0.5 青武 65 20 9月25日 10月15日 11月5日 11月20日 コマツナ⑴の跡地
秋チンゲンサイ⑸ 西３ 0.5 青武 65 20 10月3日 10月28日 11月27日 1月13日
秋チンゲンサイ⑹ 西３ 0.5 青武 65 20 10月17日 11月13日 1月9日 1月22日
ハクサイ⑴ 西１ 0.8 耐病60日 65 30 8月8日 9月3日 10月29日 11月19日
ハクサイ⑵ 西１ 0.2 金将二号 65 30 8月22日 9月3日 10月29日 11月19日
ハクサイ⑶ 西１ 0.7 黄ごころ85 65 30 8月22日 9月9日 11月17日 12月15日
ハクサイ⑷ 西１ 0.8 耐病60日 65 30 8月27日 9月10日 11月7日 12月15日
ハクサイ⑸ 西１ 0.5 黄ごころ90・冬峠90 65 40 9月5日 9月30日 12月16日 1月19日
ハクサイ⑹ 西１ 1 きら星 65 40 9月11日 9月30日 12月18日 2月4日 12月15日実習で1畦
を稲藁で頭を縛る
シュンギク⑴ ハウス西１ 1.5 大葉春菊 65 10 9月11日 ― 10月20日 3月19日 10月2日　補植と追播
シロナ⑴ ハウス西１ 0.5 みなとべかな 65 20 2月20日 ― 3月28日 4月2日
シロナ⑵ 南２ 0.3 みなとべかな 43 20 3月18日 4月23日 5月1日
シロナ⑶ 西３ 0.2 みなとべかな 65 20 4月9日 ― 5月16日 5月26日
シロナ⑷ 西３ 0.5 大阪しろな 65 20 10月10日 ― ― ミズナ⑴の跡地
　　発芽不良
カラシナ⑴ 西１ 0.4 うまから菜 65 10 9月12日 10月16日 11月20日 12月15日 ホウレンソウ⑶の跡地
タカナ⑴ 南２ 0.6 三池高菜 65 20 9月12日 10月2日 10月27日 11月27日
タカナ⑵ 南２ 0.7 三池高菜 65 20 9月25日 10月16日 11月27日 1月21日 コカブの跡地と
ラデッシュの跡地
ズッキーニ⑴ 西３ 0.4 ダイナ 130 60 4月10日 5月2日 6月9日 7月18日
ズッキーニ⑵ 西３ 0.1 オーラム 130 60 4月10日 5月2日 6月9日 7月18日
インゲンマメ⑴ 南２ 0.6 つるなしモロッコ 65 40 4月14日 4月30日 6月6日 6月30日
インゲンマメ⑵ ハウス西５ 0.5 つるなしモロッコ 65 40 9月9日 9月19日 10月29日 11月21日
インゲンマメ⑶ ハウス西５ 0.5 つるなし恋みどり 65 40 9月9日 9月19日 10月29日 11月21日
ノザワナ⑴ 南２ 0.6 野沢菜 65 20 9月17日 10月2日 10月27日 12月3日
ノザワナ⑵ 南２ 0.6 野沢菜 65 20 9月25日 10月9日 12月12日 1月21日
たまねぎ 西5 1 立春のかほり・
フォーカス
65 12 9月9日
（2013年）
10月28日
（2013年）
3月4日 4月7日
西5 2 貝塚早生 65 12 9月9日
（2013年）
10月28日
（2013年）
4月21日 3月31日
西5 3 ソニック 65 12 9月19日
（2013年）
11月11日
（2013年）
5月9日 5月9日
西5 5.5 天寿・ターボ 65 12 9月30日
（2013年）
11月26日
（2013年）
6月3日 6月3日
西5 1.5 ネオアース 65 12 10月1日
（2013年）
11月28日
（2013年）
5月27日 6月3日
西5 0.5 猩々赤 65 12 10月1日
（2013年）
11月26日
（2013年）
5月16日 5月16日
なす 南１ 0.6 千両2号 1.8 50 1月27日 4月22日 6月10日 10月1日 接ぎ木3月14日
南１ 0.9 長者 1.8 50 1月27日 4月22日 6月10日 10月1日 接ぎ木3月14日
南１ 0.3 くろわし 1.8 50 1月27日 4月22日 6月10日 10月1日 接ぎ木3月14日
ピーマン 南１ 0.6 京鈴 1.8 50 2月25日 5月1日 6月4日 10月1日
南１ 0.3 伏見甘長 1.8 50 2月25日 5月1日 6月4日 10月1日
南１ 0.3 甘とう美人 1.8 50 2月25日 5月1日 6月4日 10月1日
スイカ 南１ 3.2 夏武輝・紅まくら 400 100 3月6日 4月22日 7月8日 8月6日 接ぎ木3月24日
南１ 1.6 秀山 400 100 4月1日 5月8日 7月25日 8月6日 接ぎ木4月14日
 かぼちゃ 南１ 1.6 はやと 400 100 4月1日 4月28日 7月3日 8月6日
南１ 0.8 赤ずきん・プッ
チーニ
400 100 4月1日 4月28日 7月18日 8月6日
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（２）水田部門
　平成26年度の乾田直播栽培は，例年にくらべ大
幅に少なくし５月中旬頃から播種を開始した｡ 播種
は順調に行えた，発芽は良好であった。移植栽培は
苗箱へ５月中旬に播種し，苗の生育は順調で岡山，
八浜水田ともに田植え作業は順調に進み，その後の
生育も順調であった。今年度はみのる産業の協力に
より数年来，雑草が大発生している直播栽培を少な
くして田植えを多くした。これにより雑草が大発生
する圃場が減少して除草作業は軽減された。しかし，
台風18，19号と二度の襲来があり一部で倒伏が起き
た。水稲の作柄，作況指数は全国平均が536kg/10a
「101」，岡山県南部は508kg/10a，｢95｣ であった。
　岡山水田は栽培品種をヒノヒカリに統一し，1号
水田はガイダンス科目総合農業科学入門で一年次生
全員による手植え移植とし，２号水田は田植え機を
用いて成苗（葉齢５～ 5.5）を移植栽培した。３号
水田では，修士・卒業論文作成のための試験が行わ
れ，多くの研究成果が報告された。八浜水田は1，3，
5号水田で乾田直播栽培し，1，2，4，5，6号水田
に成苗（葉齢５～ 5.5）を用いた移植栽培を行った。
　本農場の水稲収量はアケボノ415kg/10a，ヒノ
ヒカリ462kg/10a，あきまさり437kg/10a，平均
438kg/10aとなった。
（多田正人）
作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
南１ 0.8 みやこ 400 100 4月1日 4月28日 7月18日 8月6日
きゅうり 南１ 0.3 夏すずみ 1.8 30 4月25日 5月16日 ― 7月8日
南１ 0.3 夏すずみ 1.8 30 6月25日 7月4日 ―
汎用温室A 2.2 フリーダム3号 100 50 3月7日 3月20日 4月28日 6月20日
オクラ 南１ 1.0 グリーンソード 65 30 5月30日 6月19日 7月22日 10月6日
クウシンサイ 南１ 1.2 クウシンサイ 65 40 5月15日 6月10日 7月7日 10月1日
ツルムラサキ 南１ 1.2 ツルムラサキ 65 40 5月15日 6月10日 7月7日 10月1日
モロヘイヤ 南１ 1.2 モロヘイヤ 65 40 5月15日 6月10日 7月7日 9月10日
ソラマメ 西3 2.0 打越一寸 65 40 10月24日
（2013年）
11月22日
（2013年）
5月12日
（2014年）
5月30日
（2014年）
落花生 西5 2.4 落花生 65 40 5月15日 6月13日 10月14日 11月6日
トマト 汎用温室B 2.2 桃太郎ファイト 100 10 12月26日
（2013年）
2月12日
（2014年）
5月22日
（2014年）
7月7日
（2014年）
汎用温室B 2.2 シンディー スイー ト 100 12 12月26日
（2013年）
2月12日
（2014年）
5月12日
（2014年）
7月18日
（2014年）
汎用温室B 2.2 桃太郎ファイト 100 10 7月15日
（2014年）
8月1日
（2014年）
10月6日
（2014年）
1月8日
（2015年）
汎用温室B 2.2 シンディー スイー ト 100 12 7月15日
（2014年）
8月1日
（2014年）
10月6日
（2014年）
1月26日
（2015年）
イチゴ 汎用温室C 0.4 さちのか 100 20 7月18日
（2013年）
9月27日
（2013年）
12 月 24 日
（2013年）
6月10日
（2014年）
汎用温室C 4.0 女峰 100 20 7月18日
（2013年）
9月27日
（2013年）
12 月 24 日
（2013年）
6月10日
（2014年）
こまつな（水耕） 汎用温室A 0.3 夏楽天 1 10 12月2日
（2013年）
12月13日
（2013年）
1月20日
（2014年）
3月18日
（2014年）
随時播種（4作回転）
メロン ハウス西３ 2.0 パパイヤ 300 60 2月28日 4月15日 7月3日 7月22日
ハウス西３ 2.0 ラブコール 300 60 2月28日 4月15日 7月3日 7月22日
ミニトマト 汎用温室A 1.0 千果 30 30 6月5日 6月26日 ― 11月6日 プランター（65㎝）
2本定植
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第１表　栽培面積
作目 栽培様式 品種 栽培圃場及び面積⒜ 合計⒜
岡山水田
水稲 移植 ヒノヒカリ １号（40） 40
移植 ヒノヒカリ ２号（64） 64
試験研究用 ３号（25， 研究室 ･未収穫） 25
八浜水田
水稲 移植 ヒノヒカリ ５号（70） 70
移植 あきまさり １号（70）  ２号（158）４号（81）６号（50）
直播 あきまさり １号（211） 570
直播 アケボノ ３号（69）  ５号（64） 133
第２表　栽培の概要
5/9・6/16 ～ 17
作目 栽培様式 品種 播種・移植期
播種量 施肥量（㎏/10a）
収穫期
㎏/10a 種類 N P2O K2O
岡山水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 5/9・6/16 ～ 17 1.3 日産 Z 10 ～ 11 7 7 10/8 ～ 10/15
八浜水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 5/20・6/27 1.3 日産 Z 10 ～ 11 7 7 10/21
直播 あきまさり 5/23 ～ 5/29 6.5 日産 Z 10 6 6 10/27 ～ 10/28
直播 アケボノ 5/14 ～ 6/3 6.5 日産 Z 10 6 6 11/11 ～ 11/13
直播 あきまさり 5/26・6/25 ～ 27 1.3 日産 Z 10 ～ 11 7 7 10/24 ～ 11/7
第３表　水稲防除作業内容
薬品名 圃場名（号田） 使用量（/10a） 月/日
八浜水田
　　除草剤 トレファノサイド乳剤 1,3,5 300cc 5/16 ～ 6/3
アビロトップ 2,4,5,6 1kg 5/19 ～ 6/27
ダイナマン 1,3,6 500cc 6/27
クリンチャー EW 1,3,5 100cc 6/2 ～ 6/12
クリンチャー EW 1,6 100cc 7/1 ～ 7/16
ワイドアタック 1 100cc 7/11 ～ 7/22
　　殺虫・殺菌剤 アドマイヤー顆粒 1,2,3,4,5,6 24g 5/23 ～ 5/29
ブラシンフロアブル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/23 ～ 9/3
ロムダンゾル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/23 ～ 9/3
モンカットフロアブル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/23 ～ 9/3
アプロードフロアブル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/23 ～ 9/3
アルバリン 1,2,3,4,5,6 25g 8/23 ～ 9/3
岡山水田
　　除草剤 ダイナマン 1,2,3 500cc 6/18
ルーチンアドマイヤースピノ 1,2,3 900g 5/9
　　殺虫・殺菌剤 ブラシンフロアブル 1,2,3 98cc 8/19
ロムダンゾル 1,2,3 98cc 8/19
モンカットフロアブル 1,2,3 98cc 8/19
アプロードフロアブル 1,2,3 98cc 8/19
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（３）果樹部門
　平成26年の生産概要を第１表に，作目ごとの薬
剤防除履歴および植物成長調節物質使用履歴を，第
２表から第11表に示した。
　今年の果樹類の生育はおおむね順調であった。果
樹部門の総収入額は1008万5230円で，初めて1000
万円を超えた。
１）モモ
　モモ全体の生産量は前年並みであったが，収入額
は前年よりも１割程度増加した。‘川中島白桃’で
胴枯病による主枝の枯れ込みが見られたほかは，各
品種とも生育はおおむね順調で，例年通りの時期に
収穫期を迎えた。
　６月は曇りの日が続き降水量が少なかったが，収
穫期の７月に入ると毎週まとまった雨が降った。こ
のため，例年よりも大玉となる果実が多かったが，
糖度はそれほど高くならなかった。
　特に大玉果が増えたのが，‘紅清水’，‘日川白鳳’
および‘白麗’で，300 ～ 350ｇ級の果実が多かっ
た。主な品種の平均糖度は‘清水白桃’と‘日川白鳳’
では13度，‘あかつき’と‘紅清水’では12.5度であっ
た。
　各園では爆音機を用いた防鳥対策を行っている
が，７月下旬以降カラスによる果実の食害が目立ち，
特に‘清水白桃’と‘白麗’では被害が大きかった。
　４号園では，衰弱した19年生の‘清水白桃’１
本を11月に伐採し，改植後のいや地を回避するため，
跡地にはマサ土を客土した。
２）ブドウ
　各品種とも生育はおおむね順調で，ほぼ平年並み
の作柄と果実品質であった。
　平成22年に定植した，３号園の‘シャインマスカッ
ト’と‘紫苑’，１号園ハウスの‘マスカット・オ
ブ・アレキサンドリア’と‘ピオーネ’および南圃
場ガラス室の‘マスカット・オブ・アレキサンドリ
ア’での本格的な果実生産が始まったこともあって，
ブドウ全体の生産量は前年よりも1000kg以上増え，
収入額は80万円以上増えた。
　８月後半から９月にかけて日照時間が少なく，気
温も低く推移したため，‘藤稔’，‘マスカット・ベー
リーＡ’，‘ゴルビー’などでは着色が良かったが，
全体的に例年よりも糖度が上がらない品種が多かっ
た。
　‘ピオーネ’では，１号園での果実生産が本格化
したこともあって，生産量が前年よりも255kg増え
た。生食用としての販売は前年並みの600kg程度が
限界であるため，生産が増えた分は加工用に振り向
けた。加工用の出荷は，加工専用樹の果実（８月上旬）
と，それ以外の樹の着色不良果房（10月初旬）の２
期に分けて行い，合計出荷量は前年よりも277kg多
い571kgであった。
　‘シャインマスカット’，‘紫苑’および‘マスカッ
ト・オブ・アレキサンドリア’では食味，外観とも
に良い秀品が多く，平均単価1000円 /kg以上で販売
できた。
　生産量が増えたため，‘ヒロハンブルグ’，‘翠峰’
および‘紫苑’では，11月中に収穫・販売が終了し
なかった。12月初めに，樹上に残った全ての果房（合
計約600房）を一斉に収穫し，冷蔵保存して随時販
売したが，貯蔵中に品質が低下する果実も見られた。
　病害虫では，7月にコガネムシによる葉や果実の
食害が多かった。また，‘デラウェア’では，ゴマ
シオ型着色不良の房が多く見られた。
　鉄骨ハウスおよび南ガラス室で育成中の幼木の生
育はおおむね順調で，一部の樹では少量の果実を着
生させた。
３）その他の果樹
　カキは，摘果がやや弱かったのと降水量が多かっ
たため，‘平核無’と‘西条’では前年の約1.2倍，
甘柿各品種では前年の約1.8倍の生産量であった。
生産量が増えたため凍霜害を受ける前に販売し切れ
ず，12月初旬に，‘富有’，‘松本早生富有’および‘か
ずさ’の樹上に残っていた全果実を収穫し，冷蔵庫
に収納した。その後，ブドウを冷蔵保存するため，
カキを冷蔵庫から出すことになり，室内の冷暗所で
保存して随時販売したが，12月末には軟化する果実
が多くなり，‘富有’340kg，‘松本早生富有’220kg
および‘かずさ’200kgが廃棄となった。
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第１表　平成26年果樹部門生産概要
種　　類  品　　　　　種      面積（a） 販売数量（kg） 収入金額（円）
モモ あかつき 2.3 517 350,494 
紅清水 7.3 816 655,020 
清水白桃 9.8 1,156 814,840 
ゴールデンピーチ 4.2 489 309,617 
川中島白桃 2.3 164 107,421 
日川白鳳 2.3 145 95,059 
白桃 0.8 40 28,498 
白麗 2.4 112 79,070 
白鳳 3.4 263 167,683 
ネクタリン（秀峰） 0.8 93 70,399 
その他品種 2.4 133 96,386 
加工用桃（各品種合計） 545 136,250 
ブドウ 藤稔 6.6 1,112 817,377 
ピオーネ 6.0 1,158 804,192 
巨峰 3.2 571 283,153 
オーロラブラック 3.3 278 244,496 
安芸クイーン 1.8 143 122,270 
ゴルビー 1.6 224 146,473 
翠峰 1.3 219 150,871 
シャインマスカット 2.5 203 235,640 
瀬戸ジャイアンツ 2.4 377 338,388 
紫苑 1.3 247 259,410 
マスカット・ベーリー A 3.2 852 332,334 
ヒロハンブルグ 1.6 368 115,739 
デラウェア 1.6 108 77,527 
アーリー・スチューベン 1.6 161 68,580 
キャンベル・アーリー 0.3 52 26,482 
ハニーシードレス 0.8 92 46,887 
サニールージュ 0.6 118 48,611 
マスカット･オブ･アレキサンドリア 5.5 535 571,509 
グロー・コールマン 0.4 14 13,308 
カキ 富有 4.7 601 106,755 
松本早生富有 3.5 285 42,470 
平核無 3.5 1,242 226,472 
西条 3.5 539 157,225 
愛宕 5.2 1,863 260,700 
その他品種 2.4 94 22,026 
リンゴ つがる 3.5 481 161,380 
ふじ 3.5 288 103,779 
その他品種 0.9 114 38,370 
キウイフルーツ 6.9 2,005 665,041 
ウンシュウミカン 4.6 893 182,780 
レモン 1.4 147 62,285 
ウメ 4.2 286 97,150 
ビワ 3.1 69 40,300 
スモモ 3.0 106 56,676 
ブルーベリー 1.4 90 167,426 
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　リンゴは，隔年結果の表年に当たるため，‘つがる’
では前年の約3倍，‘ふじ’では前年の約5倍の生産
量となった。‘つがる’では，成熟期の気温が低かっ
たため例年よりも着色が良く，肉質も硬めであった
が，やや小玉傾向であった。‘ふじ’では，糖度15
度前後の食味の良い果実の割合が高く，着色も比較
的良かった。生産量が多かったため‘ふじ’340kg
を来年１月以降販売用に貯蔵した。病害虫では，キ
ンモンホソガによる被害が目立った。
　キウイフルーツは，前年に収穫した果実を随時追
熟して３月中旬まで販売した。今年の栽培では，学
生実習で摘果を強く行い，着果数を少なくしたが，
人工授粉を行っていないことと，フルメット処理を
行った当日夜に降雨があったこともあって，想定し
ていたほどには果実は肥大せず，収穫量は前年の３
分の２の約1400kgであった。今年もカメムシやガ
による吸汁害が多く，収穫した果実は冷蔵庫で保存
し，12月下旬から販売を開始した。
　ウンシュウミカンは，前年作の収穫・販売が12月
に終了したため，１，２月の販売はなかった。今年
作は，‘石地’が裏年で生産量が少なかったが，主
力である‘興津早生’が表年にあたるため，生産見
込み量は前年作の約1.7倍の1200kgであった。この
うち893kgを年内に収穫・販売し，残りの約300kg
は来年１月に収穫・販売する予定である。
　レモンは，１，２月に70kgを販売した。今年作は
花が多く付いて豊産で，11月から収穫を始め，約４
割の果実を年内に収穫した。生産見込み量は前年作
の約1.8倍の250kgである。
（近藤毅典，山本　昭，酒井富美子）
第２表　モモの薬剤防除履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　考
3/14 石灰硫黄合剤 20
3/24 カッパーシン水和剤 500
3/27 コンフューザーＭＭ 180本 /20.9a
〃 スカシバコンＬ 110本 /20.9a
4/8，9 ロブラール水和剤 1500
4/21 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アディオン乳剤 2000
5/8 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/21 ベルクートフロアブル 2000
〃 バリダシン液剤5 500
〃 ノーモルト乳剤 2000
5/27，6/12，13，19，25，26 フェニックスフロアブル 4000 袋掛け対象樹のみ
5/27 ジマンダイセン水和剤 600 袋掛け対象樹のみ
6/9 ベルクートフロアブル 2000
〃 ダーズバンＤＦ 3000
6/12，13，25，26 ストロビードライフロアブル 2000 袋掛け対象樹のみ
6/19 スペックス水和剤 500 袋掛け対象樹のみ
6/23 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
8/21 ダイアジノン水和剤34 1000 一部のみ
〃 ダニサラバフロアブル 1000 一部のみ
9/17 スプラサイド水和剤 1500
12/15，24 マシン油乳剤95 20
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第３表　ブドウ（雨よけハウス）の薬剤防除履歴（平成 26 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
4/2，3 石灰硫黄合剤 7
〃 ベフラン液剤 25 250
4/24 アプロードフロアブル 1000
〃 ウララドライフロアブル 2000
〃 サンマイト水和剤 1500
5/8 ジマンダイセン水和剤 1000
〃 スプラサイド水和剤 1500
5/23 ポリベリン水和剤 1000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/10，20，27 アフェットフロアブル 2000
〃 スプラサイド水和剤 1500
〃 バロックフロアブル 2000
6/26，30，7/1，2，3，4 ストロビードライフロアブル 3000
〃 スカウトフロアブル 2000
〃 コテツフロアブル 2000
10/8，11/12，21，12/19 ICボルドー 66D 50
〃 スミチオン水和剤 800
第４表　ブドウ（ガラス室・ビニールハウス）の薬剤防除履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等
3/27 オマイト水和剤 1000
4/24 インダーフロアブル 8000
〃 アプロードフロアブル 1000
〃 ウララドライフロアブル 2000
5/16 ポリベリン水和剤 1000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/29 オンリーワンフロアブル 2000
〃 オルトラン水和剤 1500
6/12 ストロビードライフロアブル 3000
〃 コテツフロアブル 2000
7/4 カンタスドライフロアブル 1500
〃 テルスターフロアブル 4000
8/7 カネマイトフロアブル 1500
〃 フェニックスフロアブル 4000
10/8，11/12，21，12/19 ICボルドー 66D 50
〃 スミチオン水和剤 800
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第５表　ブドウの植物成長調節剤使用履歴（平成26年）
月 /日 品　　種　　名 薬品名・濃度
5/2，7，9 デラウェア ジベレリン100ppm＋ストレプトマイシン200ppm
5/20 オーロラブラック（南ガラス室） ジベレリン25ppm
5/23 ピオーネ（１号園） ジベレリン25ppm
5/26 巨峰 ジベレリン25ppm＋フルメット0.5pm
〃 安芸クイーン（一部） ジベレリン16.6ppm＋フルメット0.5pm
〃 ハニーシードレス ジベレリン100ppm
5/26，29 シャインマスカット ジベレリン25ppm＋フルメット5pm＋ストレプトマイシン200ppm
5/27，29 ピオーネ（３号園） ジベレリン25ppm
5/27 ゴルビー ジベレリン16.6ppm
5/28，30 藤稔 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
5/28 安芸クイーン（一部） ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
〃 サニールージュ ジベレリン20ppm
5/29 オーロラブラック（３号園） ジベレリン25ppm
〃 デラウェア ジベレリン100ppm
5/30 翠峰 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
〃 オーロラブラック（南ガラス室） ジベレリン25ppm
6/2 アーリー・スチューベン ジベレリン100ppm
〃 瀬戸ジャイアンツ ジベレリン25ppm＋フルメット5ppm
〃 紫苑 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
〃 ピオーネ（１号園） ジベレリン25ppm
6/5 巨峰，サニールージュ ジベレリン25ppm
〃 マスカット・ベーリー A ジベレリン100ppm＋フルメット5ppm
6/5，6，10 ピオーネ（３号園） ジベレリン25ppm
6/5，9 シャインマスカット ジベレリン25ppm
6/5，10 安芸クイーン ジベレリン25ppm
6/6 ゴルビー ジベレリン25ppm
6/9 藤稔 ジベレリン25ppm
〃 ヒロハンブルグ ジベレリン100ppm＋フルメット5ppm
6/10 オーロラブラック（３号園），翠峰 ジベレリン25ppm
6/12 瀬戸ジャイアンツ，紫苑 ジベレリン25ppm
第６表  カキの薬剤防除履歴（平成 26 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/14，17，19，27 石灰硫黄合剤 7
4/25 ベルクート水和剤 1500
〃 オルトラン水和剤 1000
6/16 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
7/14 ストロビードライフロアブル 3000
〃 フェニックス顆粒水和剤 4000
9/10 トップジンＭ水和剤 1500
〃 ダントツ水溶剤 4000
12/10，12，15，26 マシン油乳剤 95 20
第７表  キウイフルーツの薬剤防除および植物成長調節剤使用履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等
3/14，17 石灰硫黄合剤 7
6/24 フルメット液剤 5ppm
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第８表  リンゴの薬剤防除履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等  備　　　考
3/17 石灰硫黄合剤 7
5/1 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
〃 バロックフロアブル 2000
6/11 ベルクート水和剤 1000
〃 オリオン水和剤 1000
〃 ニッソラン水和剤 2000
7/11 アクタラ顆粒水溶剤 2000
〃 ダニサラバフロアブル 1000
8/1 ストッポール液剤 1000 一部のみ
8/7 ダントツ水溶剤 2000
〃 コテツフロアブル 2000
9/12 サムコルフロアブル10 4000
〃 ダニゲッターフロアブル 2000
12/26 マシン油乳剤95 20
     第９表  ウメの薬剤防除履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
1/31 石灰硫黄合剤 7
4/8 ベルクート水和剤 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/1 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
12/24 マシン油乳剤95 20
第10表　スモモの薬剤防除履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/12 石灰硫黄合剤 20
4/8 ベルクート水和剤 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/1 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/23 フェニックスフロアブル 4000
12/15 マシン油乳剤95 20
第11表　カンキツ類の薬剤防除履歴（平成26年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
5/1 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
〃 バロックフロアブル 2000
6/11 ベルクート水和剤 1000
〃 オリオン水和剤 1000
〃 ニッソラン水和剤 2000
7/11 アクタラ顆粒水溶剤 2000
〃 ダニサラバフロアブル 1000
8/7 ダントツ水溶剤 2000
〃 コテツフロアブル 2000
9/19 アプロードエースフロアブル 1000
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（４）畜産部門
１）津高牧場
　平成26年の飼育牛移動状況を第１表に示す。子
牛生産頭数は，雌が12頭，雄が23頭の計35頭であっ
た。本年は，繁殖牛の事故が，２件あった。　
　本年の販売総数は35頭で，そのうち子牛が32頭，
肥育牛が３頭であった。
　繁殖成績を第２表に示す。本年は，人工授精で39
頭を受胎させることができたが，受精卵移植で，受
胎させることができなかった。今後は，もっと移植
頭数を増やすとともに，購入受精卵の導入による改
良も進め，また牛の観察と飼養管理に気を配りなが
ら，１頭でも多くの牛を受胎できるように努力して
ゆきたい。
　子牛の販売成績を，第３表に示す。出荷頭数は，
去勢17頭，雌15頭の合計32頭であった。出荷日齢
は，前年と比較して，去勢で10日短く，雌で８日
長かった。出荷体重は，前年と比較して，去勢では，
４kg，雌では，２kg増えた。価格は，前年より去勢，
雌とも高値であった。本年の子牛の発育は，昨年と
比較して，去勢は良く，雌は少し悪かった。現在子
牛市場で実施されている「岡山和牛推奨子牛」の表
示販売で当牧場の去勢牛５頭と雌牛が３頭「おかや
ま四つ星子牛」として販売された。今後も「おかや
ま四つ星子牛」を目標にした子牛の飼養管理を行っ
て，飼養管理技術の向上に努めたい。本年も，コク
シジュウム症の発症はなかった。今後も下痢の発生
を抑え，下痢が発生した場合には，早期発見・早期
治療に努めたい。
　枝肉販売成績を，第４表に示す。
第１表　平成 26 年飼育移動状況
雌 雄
合　計
子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛
26. 1. 1 現在 15 2 40 1 14 0 － 72
????増
生産 3 － － － 9 － － 12
振替 － 1 1 2 － － － 4
減
振替 1 2 1 － － － － 4
へい死 － － － － － － － －
売却 9 － － 1 8 － － 18
26. 6.30 現在 8 1 40 2 15 0 0 66
????増
生産 9 － － － 14 － － 23
振替 － 1 1 1 － 1 － 4
減
振替 1 1 1 － 1 － － 4
へい死 － － － － 2 － － 2
売却 6 － － 2 9 － － 17
26.12.31 現在 10 1 40 1 17 1 0 70
第２表　平成 26 年人工授精・受精卵移植成績（26.1.1 ～ 26.12.31）
実施
頭数
受胎
頭数
受胎率
（％）
受精回数
１ ２ ３ ４回以上
受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎
人工授精 59 39 66.1 32 8 6 － 0 1 1 －
受精卵移植 3 3 0 － 3 － － － － － －
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第３表　平成 26 年子牛販売成績
販　売
年月日
耳　標
番　号
生年月日 性  別
生  後
日  齢
（日）
体　重
（kg）
日　齢
体　重
（kg/日）
落　札
価　格
（千円）
kg当り
単　価
（円）
母　牛
番　号
父　牛
名　号
26. 1.24 P187 25.05.25 去 244 314 1.287 573 1,825 Y245 芳之国
P188 25.05.25 去 244 286 1.172 536 1,874 Y244 安茂勝
26. 3. 7 P185 25.05.12 雌 299 273 0.941 433 1,586 Y227 新初英
P189 25.06.02 雌 278 308 1.108 509 1,653 Y233 美津照重
26. 4.25 P190 25.06.17 雌 312 248 0.795 415 1,673 Y236 菊花国
P191 25.06.19 雌 310 291 0.939 451 1,550 Y220 安茂勝
P192 25.06.28 雌 301 278 0.924 434 1,561 Y216 勝忠鶴
P194 25.08.08 去 260 307 1.181 581 1,893 Y248 菊花国
P195 25.08.09 雌 259 283 1.093 460 1,625 Y234 芳之国
P196 25.08.10 雌 258 279 1.081 433 1.552 Y225 勝忠鶴
P197 25.08.16 去 252 278 1.103 527 1,896 Y251 安茂勝
26. 6. 6 P198 25.08.19 去 291 302 1.038 512 1,695 Y217 勝忠鶴
P199 25.08.23 去 287 330 1.150 507 1,536 Y207 福安照
P200 25.09.03 去 276 311 1.127 519 1,669 Y238 美津照重
P201 25.09.15 雌 264 258 0.977 447 1,733 Y247 芳之国
P203 25.09.25 雌 254 275 1.083 443 1,611 Y230 菊花国
P204 25.10.09 去 240 278 1.150 478 1,732 Y223 勝忠鶴
26. 7.11 P205 25.11.08 去 245 286 1.167 510 1,783 Y231 安茂勝
P207 25.11.13 去 240 262 1.092 499 1,905 Y258 北国茂
26. 8.22 P206 25.11.12 雌 283 265 0.936 428 1,615 Y261 第 6 栄福
P208 25.11.28 去 267 280 1.049 538 1,921 Y243 美津百合
P209 25.12.02 雌 263 265 1.008 437 1.649 Y210 勝忠鶴
P210 25.12.07 去 258 293 1.136 549 1.874 Y245 福安照
P211 25.12.09 雌 256 231 0.902 400 1,732 Y229 北国茂
P212 25.12.25 去 239 262 1.096 523 1,996 Y250 福安照
P213 25.12.31 去 234 266 1.137 509 1,914 Y256 勝忠鶴
26.10. 3 P214 26.01.15 雌 261 221 0.847 371 1.679 Y242 北国茂
P215 26.01.28 去 248 251 1.012 528 2,104 Y259 美津照重
P216 26.02.18 去 229 282 1.231 518 1,837 Y222 芳之国
26.12.12 P217 26.03.06 雌 281 272 0.964 468 1,721 Y255 菊花国
P218 26.03.16 雌 271 247 0.911 446 1,806 Y260 芳之国
P219 26.04.11 去 245 282 1.151 539 1,911 Y240 安茂勝
平均 全 頭 32 263 277 1.056 485 1,753
去 勢 17 253 286 1.134 526 1,845
雌 15 276 266 0.968 438 1,650
第４表　平成 26 年枝肉販売成績
と　殺
年月日
耳　標
番　号
性別
水引枝肉
重量
（kg）
枝肉
規格
枝　肉
単　価
（円/kg）
売上
金額
（千円）
26. 6. 5 Y227 雌 365.6 C-1 950 347.320
26.10.23 Y207 雌 445.8 C-1 740 329.154
26.12.11 Y209 雌 357.8 C-1 730 261.194
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２）草地生産
　平成26年における飼料作物の生産状況を第５
表に示す。採草地での飼料作物の青草換算収量は
288,500kgであり，10a当たり平均収量は5,817kgで
あった。採草地と放牧草地の収量を合わせた総収量
は489,860kgとなった。利用形態別による収量割合
は，青刈り7.5％，乾草18.6％，サイレージ32.8％，
放牧41.1％となった。 
　乾草調製用の材料草として，E号およびＫ2，Ｋ3
号草地からイタリアンライグラスおよびスーダング
ラスを，Ｄ２号およびＫ１号草地でイタリアンライ
グラスを収穫した。本年の乾草収量は，平成25年
に比べ，生草換算で３％の増収であった。本年のイ
タリアンライグラスの乾草は，順調に収穫でき，良
質であった。
　サイレージ調製用の材料として，Ａ号およびＤ２
号，Ｋ１号草地にトウモロコシを播種した。Ａ号お
よびD2草地では，順調に，サイレージ調製を行う
ことができたが，Ｋ1号では，長雨の影響で生育が
悪い上に，イノシシの食害もあって収穫量が極端に
悪かった。
　昨年は，イノシシ対策として牧場の外周に防護の
金網を設置した効果があり，インシシの侵入は見ら
れなかったが，本年は，イノシシが金網の下を掘り，
金網を曲げて侵入した。今後は，点検･補修を徹底し，
駆除班の協力を得ながら，イノシシ対策を進めてゆ
きたい。
　本年もイチビが発生し，トウモロコシは，生育処
理を行ったが，イチビが発生したところは除草をお
こなった。今後も，薬剤処理技術を粗飼料生産シス
テムに組み入れて，少しでも多くの収穫が得られる
ようにしたい。
　放牧草地では，今年もオナモミ，ワルナスビ，イ
グサ，セイタカアワダチソウなどの雑草がみられ，
学生実習での除草と除草剤を使って除草作業を行っ
た。今後も，継続して除草作業を行う予定である。
56 岡山大農センター報告　No.37　2015　
第５表  平成 26 年　津高牧場飼料作物生産量
草地 面積（a） 作　　　物
利用形態別収量（kg）
放　牧
延頭数
生草換算
収量（kg）
草地当り収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 生草合計収　　量
10 a当り
平均収量
Ａ 100 トウモロコシ 19,300 57,900 57,900 5,790 
Ｄ２ 130 イタリアンライグラス 7,780 4,240 28,980 113,550 8,735 
トウモロコシ 28,190 84,570
Ｅ 76 イタリアンライグラス 2,990 1,630 11,140 32,720 4,305 
スーダングラス 12,280 1,860 21,580
Ｋ１ 90 イタリアンライグラス 2,540 2,180 13,440 31,560 3,507 
トウモロコシ 6,040 18,120
Ｋ２ 60 イタリアンライグラス 1,180 2,360 12,980 32,740 5,457 
スーダングラス 4,860 2,980 19,760
Ｋ３ 40 イタリアンライグラス 1,730 990 6,680 20,030 5,008 
スーダングラス 3,550 1,960 13,350
計 496 36,910 18,200 53,530 288,500 288,500 5,817 
Ｂ 65 混播牧草 25,300 634 25,360 25,360 3,902 
Ｃ 120 混播牧草 34,920 873 34,920 34,920 2,910 
Ｄ１ 20 混播牧草 1,320 33 1,320 1,320 660 
Ｆ 104 混播牧草 33,560 839 33,560 33,560 3,227 
Ｇ 112 混播牧草 40,280 1,007 40,280 40,280 3,596 
Ｈ 47 混播牧草 6,320 158 6,320 6,320 1,354 
Ｉ 185 混播牧草 59,600 1,490 59,600 59,600 3,222 
計 653 201,360 5,034 201,360 201,360 3,084 
合計 1149 36,910 18,200 49,100 201,360 5,034 489,860 489,860 4,263 
利用形態別における生草換算収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 合計
36,910 91,000 160,590 201,360 489,860
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊乾草の生草換算は× 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊サイレージの生草換算は×３
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　１）機　構
　２）教職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成26年４月１日現在
区　　分 教育職員（一） 一般職員（一） 計 非常勤職員 合計 備考
技術・事務職員
センター長 1 1 1 教授
主 事 1 1 1 教授
教 授 1 1 1
准 教 授 1 1 1
班 長 1 1 1
副 班 長 1 1 1
主 任 3 3 3
技 術 職 員 4 4 4
事 務 室 長 1 1 1
主 査 1 1 1
事 務 職 員 2 2 2
計 4 13 17 17
事務補佐員 1 1
技能補佐員 0
技術補佐員 5 5
計 6 6
合 計 4 13 17 6 23
２．事　務　部
（１）組　織
センター長 運営会議
教育研究部
事　務　部
岡山農場
八浜農場
津高牧場
運営委員会
水　田　部　門
野菜・花き部門
果　樹　部　門
水　田　部　門
畜　産　部　門
［技　術　部］
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　３）技術部部門別職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年４月１日現在
部　　門 技術職員 非常勤職員 合　　計 備　　考
水田 1 1 2
野菜・花き 4 3 7
果樹 2 1 3
畜産 2 2
その他 0
合　　　計 9 5 14
（２）予算及び収入
　１）予　算
平成26年度
　事　　項 金　額（円）
センター経費 47,733,358 
事務室経費 355,862 
半田山自然教育研究林経費 259,030 
　合　　計 48,348,250 
　２）収　入
　平成26年度 （円）
　区　分 野菜・花き 水　　田 果　　樹 畜　　産 合　　 計
果 菜 類 6,576,034 － － － 6,576,034 
葉 菜 類 4,933,894 － － － 4,933,894 
根 菜 類 2,331,379 － － － 2,331,379 
花 き 類 1,139,820 － － － 1,139,820 
果 樹 － － 10,884,356 － 10,884,356 
米 － 6,777,370 － － 6,777,370 
牛 － － － 18,075,184 18,075,184 
合 計 14,981,127 6,777,370 10,884,356 18,075,184 50,718,037 
（３）土地，建物面積
　１）土　地
農場等名 面　　積  （㎡） 　　 所　　在　　地
岡山農場 91,992 岡山市北区津島桑の木町1－62
八浜農場 89,536 玉野市東七区
津高牧場 312,484 岡山市北区日応寺
合　　計 494,012 
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（４）備品類及び営繕工事
　１）備品類（１件50万円以上）
 平成26年度
 　備品類名 数量（式） 金　額（円）
岡山農場　運搬車 1 572,400
　２）営繕工事（１件50万円以上）
 平成26年度
 　工事名 数量（式） 金　額（円）
岡山農場　農場施設棟屋内消火栓増設工事 1 1,188,000
岡山農場　農場施設棟多目的トイレ取設工事 1 2,665,458
（５）会議開催状況
　１）運営委員会
　　開催なし
　２）運営会議
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
26. 4. 2 １．平成 26年度ワーキンググループ一覧について
２．平成 26 年度春季全国大学附属農場協議会に
ついて（5/8, 9） 
３．センターホームページについて
４．その他
１．平成26年度センター実習について
２．非常勤職員の募集状況について
３．販売所レジの更新について
４．技術部会議等について
５．生産物の販売について
６．予算執行見込について
７．その他
26. 5. 7 １．平成 26 年度中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．その他
１．平成26年度センター実習について
２．平成26年度ジュニア講座について
３．フィールド科学センター利用申込
状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．25 年度予算執行見込について
７．その他
26. 6. 4 １．平成 26 年度共同利用・共同研究拠点申請に
ついて
２．その他
１．平成 26 年度春季全国大学附属農
場協議会について
２．平成26年度センター実習について
３．産業医職場巡視結果について
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
４．中国学園大学との連携協定につ
いて
５．非常勤職員の雇用について
６．緊急連絡網について
７．フィールド科学センター利用申
込状況について
８．技術部会議等について
９．フィールド科学センター生産物
販売について
10．その他
26. 7. 2 １．多目的トイレ等の改修について
２．技術部の勤務時間について
３．その他
１．中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．夏季集中実習について
３．化学物質管理について
４．ジュニア公開講座について
５．フィールド科学センター利用申
込状況について
６．技術部会議等について
７．フィールド科学センター生産物
販売について
８．その他
26. 8. 6 １．平成 25 年度決算について
２．平成 26 年度予算配分（案）について
３．その他
１．中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．夏季集中実習について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．オープンキャンパスでの販売に
ついて
７．技術部の勤務時間について
８．全学共有スペース拠出への対応
について
９．その他
26. 9. 2 １．その他 １．センター報告 36 号の発行につい
て
２．夏休み後半集中実習について
３．津高牧場水質検査について
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
４．実習棟屋内消火栓設置工事につ
いて
５．フィールド科学センター利用申
込状況について
６．技術部会議等について
７．フィールド科学センター生産物
販売について
８．その他
26.10. 1 １．その他　 １．秋季全国大学附属農場協議会に
ついて
２．夏季集中実習と後期の実習につ
いて
３．津高牧場蓄魂祭について
４．フィールド科学センター利用申
込状況について
５．技術部会議等について
６．フィールド科学センター生産物
販売について
７．平成 26 年度予算執行額について
８．センター報告第 36 号の発行につ
いて
９．その他
26.11. 5 １．その他 １．津高牧場和牛待避用運動場工事
について
２．岡山農場電気保安点検終了につ
いて
３．ジュニア公開講座の終了につい
て
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター利用申
込状況について
６．フィールド科学センター生産物
販売について
７．平成 26 年度予算執行額について
８．センター報告第 36 号の発行につ
いて
９．その他
26.12. 3 １．平成 27 年度非常勤職員の採用計画について
２．平成 26年度予算執行額及び年度決算について
１．平成 27 年度農場体験実習の日程
について
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
３．販売所の年末年始営業について
４．その他
２．技術部会議等について
３．フィールド科学センター生産物
販売について
４．センター報告第 36 号の発行につ
いて
５．その他
27. 1. 7 １．平成 27 年度非常勤職員の採用計画について
２．平成 27 年度作付計画について
３．平成 26 年度予算執行額について
４．１農場１アピールについて
５．センター報告第 37 号の原稿依頼について
６．その他
１．平成 27 年度センター実習計画に
ついて
２．技術部会議について
３．センター生産物販売について
４．センター報告第 36 号の発行につ
いて
５．その他
27. 2. 3 １．平成 26 年度予算執行額について
２．平成 27 年度センター併任教員について
３．平成 27 年度センター専任教員のコースへの
併任について
４．平成 27 年度農学部部内委員会委員名簿につ
いて
５．技術部技術職員体験発表会について
６．その他
１．平成 27 年度非常勤職員の採用に
ついて
２．平成 27 年度以降施設整備要求に
ついて
３．技術部会議について
４．センター生産物販売について
５．センター報告第 37 号の発行につ
いて
６．農産物販売に関する覚書につい
て
７．その他
27. 3. 4 １．予算執行見込みについて 
２．平成 27 年度実習実施要項（案）について
３．天満屋への平成 27 年度出店更新について
４．その他
１．平成 27 年度公開講座について
２．センター報告について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議について
５．センター生産物販売について
６．その他
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（６）施設開放状況
施設利用目的，時期 施設利用者名 期　間 団  体  数  等 参加人数
実習
　（4月 25 日～ 12 月 13 日）
実習
　（10月 17 日）
実習
　（10月 24 日）
実習
　（11月 11 日）
農場見学
　（６月 16日）
農場見学
　（６月 26日）
農場見学
　（９月１日）
農場見学
　（９月２日）
研修
　（10月28日～10月29日）
農場見学（２月 16日）
ジュニア公開講座
　（９月27日～ 10月 25日）
公開講座
　（４月９日～９月 10日）
いもほり
　（10月２日～ 10月 29 日）
岡山理科大学
岡山理科大学
岡山理科大学
環境理工学部
上海交通大学
津島小学校
味の素ゼネラルフーヅ
株式会社開発研究所
京都大学
有限会社哲多和牛牧場
石川県農林総合研究
センター農業試験場
一般市民
〈内訳〉
　　保育園
　　幼稚園
    　小学校
　　親子クラブ
　　その他
８日
１日
１日
１日
１日
１日
１日
１日
 ２日
１日
３日
22 日
各１日
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
46団体
　10団体
　14団体
　２団体
　14団体
　６団体
教員　 1名
学生　 9名
教員　 1名
学生　18名
教員　 1名
学生　13名
教員　 1名
学生　43名
院生　 3名
5名
小学生　10名
引率保護者　 4名
1名
技術職員　5名
1名
研究員　2名
小学生　11名
引率保護者
39家族
約 3,120 名

